
図面リスト

番号 図 面 名 称

電 気 設 備 工 事

番号 図 面 名 称

E-00 表紙・図面リスト

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

E-07

E-08

E-09

E-10

E-11

E-12

E-13

E-14

E-15

E-16

E-18

E-19

E-20

E-17

E-21

E-22

E-23

E-24

E-25

E-26

E-27

E-28

E-29

E-30

記

特

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

施設管理課長

国民健康保険軽井沢病院

施設管理課

野坂

第272762号　野坂　英史

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者
表紙・図面リスト

S25058D峰村 2026.02

須田　潔第265244号　　

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

E-00小山

電気設備工事　特記仕様書

改修概要・配置、案内図

高圧引込図（改修後）

地階　高圧配線図（改修後）

１階　高圧配線図（改修後）

２階・３階　高圧配線図（改修後）

電気室配置図（改修後）

ケーブルラック立面図

受変電設備単線結線図（改修後）

キュービクル姿図・ブロックスケルトン（改修後）

新設キュービクル・発電機・燃料貯蔵庫基礎詳細図（参考図）

新設キュービクル配置図

自家発電設備　仕様・外形図・単線結線図（改修後）

自家発電設備　出力計算書〔一般〕（改修後）

蓄電池設備（改修後）

（参考）幹線リスト

（参考）電灯幹線系統図〔一般〕

（参考）電灯幹線系統図〔保安〕

（参考）動力幹線系統図〔一般・保安〕

外部仮設足場立面図

E-31

E-32

E-33

E-34

E-35

E-36

E-37

E-38

E-39

E-40自家発電設備　出力計算書〔火災〕（改修後）

自家発電設備　配管・配線系統図（改修後）

自家発電設備　配置図・断面図（改修後）

自家発電設備　全体配置図（改修後）

仮設工事　概要

仮設高圧発電機　配置図・配線図

停電時仮設電源　１階配線図

停電時仮設電源　２階・３階配線図

停電時仮設電源　Ｒ階配線図E-41

改修工事内容・概略工程

改修工事　施工フェーズ

高圧引込図（改修前）

地階　高圧配線図（改修前）

１階　高圧配線図（改修前）

２階・３階　高圧配線図（改修前）

電気室配置図（改修前）

受変電設備単線結線図（改修前）

キュービクル姿図・ブロックスケルトン（改修前）

既設自家発電設備　仕様概要（撤去）

既設自家発電設備　外形図・単線結線図（撤去）

既設蓄電池設備（撤去）

E-42

外構図（建築工事）

機器搬入・搬出ルート図E-43

令和８年度 町単　国保軽井沢病院　電気設備改修工事

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
電気設備工事　特記仕様書

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-01

　〇 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　〇 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　〇 安定的な供給が可能であること。

　〇 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　〇 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　〇 販売、保守等の営業体制を整えていること。

足場その他

（第1編2.1.1）

［第1編2.2.2］

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

● 本工事で設置する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同

ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」に

おける2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場（ ○ 種 ○ 種） ○外部足場（○ 種 ○ 種）○

● 〇

●発生残土の 〇 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷均しとする。

処理 ●

（第1編2.2.1）

［第1編2.3.1］

屋外に敷設する露出配管で溶融亜鉛メッキ仕上げを使用する場合は付着量300g/㎡

次の露出配管は、塗装を行う。金属管の塗装

及び仕上げ

（第1編2.7.1）

［第1編2.8.1］

）

）

屋内（

屋外（○

以上とする。

〇

〇

●

項　　　　　目 特　　記　　事　　項 特　　記　　事　　項項　　　　　目

電灯設備

構内通信線路

構内配電線路

中央監視制御設備●

火災報知設備

防犯・入退室管理設備○

駐車場管制設備○

監視カメラ設備○

テレビ共同受信設備

誘導支援設備○

拡声設備

映像・音響設備○

情報表示設備○

構内交換設備

構内情報通信網設備

発電設備

受変電設備

雷保護設備

電熱設備○

電気自動車用充電設備○

動力設備

工　事　種　目

建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

建物名称

階数

構造

工種

延べ面積(㎡)

建築面積(㎡)
建築基準法による

消防法施行令別表第一の区分

改修面積（㎡）

備考

Ⅰ 工 事 概 要

１．

完成期限２．

３．建物概要

４．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

令和　　年　　月　　日（　　曜日）概成工期 無

５． ）対象部分（有○無指定部分

○有６．

指定部分工期　　　　　　年　　月　　日

Ⅱ 工 事 仕 様

工事写真撮影要領(令和５年９月)

（１）

１．共通仕様

なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　　）図による。

仕様書を適用する。

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

２．特記仕様

　　１）項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

　　　　表を示す。

　　４）項目に記載の <第　編　．　．　> 内表示番号は、文科仕様書の当該項目、当該図又は当該

　　　　当該表を示す。

　　３）項目に記載の［第　編　．　．　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は

　　　　表を示す。

発生材処理

工事場所

（１）本特記仕様書の表記

　　２）項目に記載の（第　編　．　．　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該

（第1編1.1.2）、［第1編1.1.2］

公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(令和7年版)(以下「標準図」という。)

文部科学省電気設備工事標準仕様書(特記基準)(令和4年版)(以下「文科仕様書」という。)

文部科学省電気設備工事標準図(特記基準)(令和4年版)(以下「文科標準図」という。)

発生材の

処理等

（第1編1.3.9） (1)　引渡しを要するもの

［第1編1.9.1］ 1）品　　名

2）引渡し先

3）集積場所

4）集積方法

(2)　特別管理産業廃棄物

1）品　　名

2）処理方法

(3)　現場において再利用するもの

1）品　　名

2）使用場所

(4)　再生資源化するもの

1）品　　名

(5)　その他の発生材

1）品　　名

2）処理方法

環境への配慮

（第1編1.4.1）

［第1編1.4.1］

（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平

成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針

する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチ

　レンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少な

　い材料を使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘ

　キシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

　使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホル

　ムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて

　少ない材料を使用したものとする。

機材の品質等

（第1編1.4.2）

［第1編1.4.2］

機材名

耐震措置

（令和4年2月閣議決定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を調達

発生材の処理は、下記による。

最大電力５００〔ｋＷ〕以上の場合においても、電気工事士法（昭和35年法律

第139号）に基づく有資格者により施工を行う。

（無停電回路含む）

フラッシュ

プレート

電線の色別

（第3編1.1.4）

［第2編2.1.4］

配線及び主回路の導体の色別は、次による。

標準仕様書による。

配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

圧
高

低

圧

配

線

分

電

三相３線式

三相３線式

三相４線式

単相２線式

単相３線式

直流２線式

（１）分岐回路の色別

（２）発電回路の第２相

（３）切替回路の２次側

（４）漏電遮断器回路の接地

左右・上下及び遠近の別は、

正面から見た状態

共通事項

類

盤

第１相 第２相 第３相 中性相

赤

赤

赤

（青）赤

赤

青 白

接地側 白

青

接地側 白

白

青

青

黒

黒 白

白

分岐前の色別による。

接地側の電線の色は黄色とする

規定しない。

配線（１）～（４）による。

ア）左右の別は、左からとする。

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式
　は、下からとする。

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流
　２線式は、遠いほうからとする。

電気方式

○

備考

（ａ）配電盤類については、次による。

（１）左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又は

　　　これに準ずる側から見た状態とし、分電盤類による。

（２）三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。

（３）三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。

（ｂ）屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。

（ｃ）接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

（第2編2.1.3）

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と

協議し、一般接地線と色別を区別する。

○他工事又は 図面に特記なき場合は、工事区分表による。

他工種との
取り合い

特殊場所

<第2編2.1.1～9>

特殊場所は下記による。

○

○

○

○

○

○

○

塩害を受けるおそれのある場所

蟻害を受けるおそれのある場所

腐食性ガスのある場所

危険物等貯蔵場所

粉じん危険場所

ガス蒸気危険場所

気密性を要する場所

湿気の多い場所

特 殊 場 所 の 内 容 適用する場所 危険場所の種別 危険物の種類

既存躯体への

穿孔

［第1編2.11.1～5］

走査式埋設物調査 放射線透過検査

フラッシュプレートは、図面に特記なき場合、

（ ○樹脂製 ）とする。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、下記による。

電気工事士

設計用標準水平震度

上層階
屋上

及び塔屋

中間階

地階･１階

特定の施設 一般の施設〇

機　　　器
防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類
機　　　器

防振支持の機器
水　槽　類

機 器 種 別 重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、

　10～12階建の場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

・重要機器は次のものを示す。

配電盤 発電装置（防災用）

○交流無停電電源装置 ○交換機 自動火災報知受信機

○中央監視装置 ○ ○

・水槽類には燃料小出タンクを含む。

②設計用鉛直地震力

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）横引き配管等の耐震指示は、施設の分類に応じたものとする。

2.0 1.5 1.5 1.0
2.0 2.0 2.0 1.5
2.0 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.5 1.5 1.5 1.0
1.5 1.0 1.0 0.6
1.0 0.6 0.6 0.4
1.0 1.0 1.0 0.6
1.5 1.0 1.0 0.6

（１）設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び設置階に応じて、

　　　次の設計用水平地震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、破損などが

　　　生じないようにする。

①設計用水平地震力

　機器の重量[ｋＮ]に設計用水平震度を乗じたものとする。

なお、特記なき場合は、設計用水平震度は、次による。

（独立行政法人建築研究所監修）による。

設備機器の固定は、次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ

き品質及び性能を有するものとする。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の事項を満たす証明となる資料

を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の事項を評価された事を示す

外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる

資料等の提出を省略することができる。

電気保安

［第1編1.3.2］

（第1編1.3.2）

技術者

項　　　　　目 特　　記　　事　　項

○適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

○

○ 積雪荷重

風圧力

風速（Vo= m/s）

地表面粗度区分（ ○ Ⅰ ○ Ⅱ ○ Ⅲ ○ Ⅳ）

建設省告示第1455号における区域　別表（ ）

項　　　　　目　　　　　名 電気保安技術者

4.　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、

7.　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者

　験に合格した者

6.　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試

　の検定に合格した者

5.　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者

　省令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

3.　第１種電気工事士の資格を有する者

2.　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者

1.　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

　電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する

8.　第２種電気工事士の資格を有する者

○

○

○

この工事現場に下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。

工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員

に報告する。

教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般

電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

9.  短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

［第1編1.3.3］

（第1編1.3.3）

施工条件

電源周波数

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇金属製（ステンレス、新金属を含む）

〇

〇

●

〇

●

改修

RC造

一式

●

●

●

●

●

●

●

●

●

直流電源装置

●
●

●

●

●

機材の検査等

機材の検査

に伴う試験

（第1編1.4.4～5）

［第1編1.4.5～6］

監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。

検　査 試　験 摘　　　　　要機　　材　　名

●

調査範囲 （ ○図示 ○ ）

施工調査

［第1編1.5.1～3］

本工事 ○別途 ）（事前調査

調査項目 （ ○既存資料調査

調査方法 （ ○図示 ○ ）

● ●

●本工事に必要な現地調査）

施工の検査等

施工の検査に

伴う試験施工

の立会い等

［第1編1.6.4～6］

 下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受ける
ものとする。

施　工　部　分 検　査 立　会 試　験 摘　　要

(第1編1.5.3～5)

〇

貸与条件：貸与するCADデータを本工事における施工図又は完成図作成のため

以外に使用しないこと。

（２）電子納品の対象は上記によるほか、監督職員と受注者で協議を行う。

（３）電子成果品は、提出前にウイルス対策を実施したうえで監督職員に提出する。

完成時の 　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

提出図書

（第1編1.7.1～3）

［第1編1.11.1～3］

●

電子納品は次による。

（１）貸与する設計図CADデータの著作者名：軽井沢町長　土屋　三千夫

 　　　　　　　　　　　　　ファイル形式：JWW

●

〇

●

●

●

●

〇

 保全に関する資料 

工 事 写 真

負荷設備台帳

〃

〃

〃

完　成　図

名　　　　称

 原図　〇A1版（＿＿部）　〇A3版（＿＿部）

 製本（A4版黒厚紙表紙金文字入り）（A1版四つ折り）（２部）

体　裁　等

 仮製本（A4版）（A3版二つ折り）（２部）

 ●紙媒体（２部）　　〇電子データ（PDF）

 ●紙媒体（１部）　　●電子データ（PDF及びJPEG）

 〇紙媒体（　部）　　〇電子データ（PDF及びEXCEL）

※紙媒体はA4版ファイル綴じとする。

CD又はDVDに保存し、２部提出する。

（４）提出方法は以下による。

石綿含有材料

の事前調査

工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有材料の事前調査を行う。

［第1編1.8.2～3］

●

軽井沢病院

地下3階 塔屋

電力貯蔵設備

●

○

●

高圧受電盤・高圧饋電盤(1)～(4)

●

●

〇

●

本施設の運用に影響がある作業の実施にあたっては、監督職員及び軽井沢病院の

管理係と十分に日程調整を行い、本施設の運用への影響が最小限となるよう努め

ること。

〇　５０Ｈｚ　　　　●　６０Ｈｚ

本工事で発生するすべての発生材

関係法令に従い適切に処理を行う

 CADデータ（オリジナル、JWW及びDXF）及び電子データ（PDF）

●

●

● ●

●

●

●

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は下記●印の付いたものを適用する。

● 一式

令和７年度　町単　国保軽井沢病院　非常用電源設備改修工事

長野県軽井沢町大字長倉２３７５－１

令和　　年　　月　　日（　　　）

軽井沢病院

〇

小山

３８０６．５２

７１８３．３４

６項（イ）

一式

一式

配線盛替

高圧ケーブル 1式

打合せによる

キュービクル

非常用発電機

蓄電池設備

キュービクル

非常用発電機

蓄電池設備

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
改修概要・配置、案内図

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-02小山

建築概要 案内図 1/2500

軽井沢中学校

国道
18 号

テニス
コート

軽井沢町
社会体育館

軽井沢病院

軽井沢
町役場

軽井沢町
中央公民館

湯川橋

軽井沢出張所
長野地方法務局

テニスコート

湯川

湯川

国
道
146
号

中軽井沢
駅

信越本線

グラウンド

コート
テニス

建設省
軽井沢派出所

テニスコート

前　沢

軽井沢町
観光案内所

中軽井沢
児童館

岩村田営林署
踏掛担当区事務所

湯川

軽井沢
中保育園

テニスコート

川浦橋
長倉公園

西
宮
神
社

長倉神社

宮
裏
団
地

長倉橋

集中管理センター
上水道施設

上水道施設
小岩第１水源池

軽井沢町
老人福祉センター

プ

|ル

興望館沓掛学荘

上水道施設
清水水源池

コート
テニス

甲　山

工事場所

軽井沢病院
長野県軽井沢町大字長倉２３７５番地１他

一般事項

建築主　　　：軽井沢町長  土屋 三千夫
工事種別　　：改修
建物用途　　：病院

敷地概要

敷地位置　　：長野県軽井沢町大字長倉２３７５番地１他

用途地域　　：第一種住居地域
容積率　　　：２００％
建ぺい率　　：６０％
防火地域　　：無指定
日影規制　　：敷地境界から１０ｍ以内　４時間、１０ｍ超　２．５時間

建物概要

階数　　　　：地上３階、塔屋

構造概要

構造種別　　：鉄筋コンクリート造
耐火種別　　：耐火構造
地業　　　　：既製コンクリート杭地業
基礎　　　　：独立フーチング基礎
軸組　　　　：鉄筋コンクリート造

〔非常用発電機設備〕

敷地面積　　：２０，５２５．３４㎡

工事名称　　：令和７年度　町単　国保軽井沢病院　非常用電源設備改修工事

建築面積　　：３,８０６．５２㎡
容積対象面積：７,１８３．３４㎡
建物高さ　　：１５．２４ｍ
軒の高さ　　：１２．８ｍ

改修概要

・非常用発電機本体(3φ3W 6600V 450kVA)及び燃料貯蔵庫を屋外既設オイルタンク付近に更新設置し、配管・配線の盛替えを行う。

〔受変電設備〕

　尚、ケーブル端末処理部分にはシースグリップを使用すること。
（E-05～E-14,E-23～E-29参照）

〔蓄電池設備〕

・電気室内の既設蓄電池盤（直流電源装置）を更新する。

■ 経年劣化により院内の非常用発電設備、受変電設備(一部)、蓄電池設備の改修工事を行う。

（E-20,E-32参照）

（E-05,E-16～E-21,E-27,E-30,E-31参照）

〔共　通〕

・上記各設備の改修工事に伴い仮設電源工事、仮設足場工事を行う。

・発電機室内の既設非常用発電機本体(3φ3W 6600V 300kVA)及び付属機器、配管、排気管等の撤去・搬出・処分を行う。

・既設オイルタンク付近に高圧受電盤、高圧饋電盤(1)～(4)を更新設置し、電気室内の既設高圧受電盤、高圧饋電盤(1)～(4)は撤去・搬出
　処分を行う。
　それに伴い、高圧ケーブルを更新し、配管及び新設ケーブルラックの布設を行う。

・構内電力引込柱に設置されている既設高圧気中負荷開閉器（ＰＡＳ）と地絡継電器（ＤＧＲ）を更新する。

・電気室内既設キュービクル（一般電灯盤、一般動力盤、コンデンサ盤）内の一部機器を撤去・処分し更新する。

（E-05、E-23参照）

（E-09、E-27参照）

（E-37～E-42参照）

(燃料配管は床立ち上がり部分でプラグ止めとする。)

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



高圧受電盤 高圧饋電盤
No.１

高圧饋電盤
No.２

高圧饋電盤
No.３

高圧饋電盤
No.４

PAS

DGR

中電柱より
電力引込

コンデンサ盤
No.１

コンデンサ盤
No.２

一般電灯盤
No.１ No.２

一般電灯盤

Ｒ階　電気室

各所
電灯分電盤

一
般
電
灯
回
路

一般動力盤

一
般
動
力
回
路

各所
動力分電盤

Ｘ線電源盤 保安電灯盤 保安・防災
動力盤

Ｘ線電源盤
１階各所

３
φ
３
Ｗ
回
路

保
安
電
灯
回
路

保
安
動
力
回
路

発電機盤

非常用発電機

Ｒ階　発電機室

商用電源（既設）

発電機電源（既設）

蓄電池盤
No.２

蓄電池盤
No.１

高圧受電盤
No.1 No.2 No.3 No.4

高圧饋電盤 高圧饋電盤 高圧饋電盤

ＬＢＳ取替

電力引込柱

VCT

商用電源(新設)

接続替え
新設 　 既設

既設キュービクル

(既設)

(既設)

(既設)(既設)(既設)(既設)(既設)(既設)(既設)(既設)

ＬＢＳ取替機器取替機器取替更新更新

(既設撤去)(既設撤去)

撤去

撤去

撤去

高圧ケーブル（既設）

高圧ケーブル（更新）

非常用発電機
（新設）

更新

更新

記

特

施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
改修工事内容・概略工程

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-03小山

【改修工事内容】

更新：6.6kV EM-CET(E-E)100sq

更新：6.6kV EM-CET(E-E)38sq

開閉器ＶＭＣ×２台、直列リアクトル×２台、高圧進相コンセンサ×２台

開閉器ＶＭＣ×２台、直列リアクトル×２台、高圧進相コンセンサ×２台

発電機本体、燃料貯蔵庫、付属機器類（移送ポンプ等）更新

蓄電池盤２面（函体ごと更新）

高圧開閉器ＰＡＳ×１台、地絡方向継電器ＤＧＲ×１台

高圧受電盤（１面）、高圧饋電盤（１）～（４）

①

No. 作　　業　　内　　容 場　　　　所

Ｒ階　電気室　→　屋外（地下オイルタンク付近）②

③

④

⑤

⑥

経年劣化のため既設高圧ケーブルを更新する。 A 電力引込柱～電気室　高圧受電盤
既設：6.6kV EM-CET60sq

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

B
既設：6.6kV EM-CET38sq電気室　一般電灯盤 No.1電気室　高圧饋電盤 No.2 ～

C 電気室　高圧饋電盤 No.2 ～ 電気室　一般動力盤

D ～ 電気室　Ｘ線電源盤電気室　高圧饋電盤 No.3

E 電気室　高圧饋電盤 No.4 電気室　保安電灯盤～

F 電気室　保安・防災動力盤電気室　高圧饋電盤 No.4 ～

G

既設：6.6kV EM-FPT38sq
更新：6.6kV EM-FPT38sq

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1電気室　高圧饋電盤 No.1 ～

H 電気室　高圧饋電盤 No.4 ～ 非常用発電機

⑭

経年劣化のため既設高圧ケーブルを撤去する。 I ～発電機盤 更新：6.6kV EM-FPT38sq　発電機

高圧コンデンサ盤１内部の経年劣化対象機器を更新する。 Ｒ階　電気室

高圧コンデンサ盤２内部の経年劣化対象機器を更新する。 Ｒ階　電気室

一般電灯盤１内部の経年劣化対象機器を更新する。 Ｒ階　電気室 高圧開閉器ＬＢＳ×１台

一般電灯盤２内部の経年劣化対象機器を更新する。 Ｒ階　電気室

経年劣化のため既設非常用発電設備を更新する。 Ｒ階　発電機室　→　屋外（地下オイルタンク付近）

経年劣化のため既設蓄電池設備を更新する。 Ｒ階　電気室

電力引込柱の経年劣化対象機器を更新する。 外部　電力引込柱

⑮

⑯

⑰

キュービクル内部機器が経年劣化のため既設を撤去し更新する。

高圧開閉器ＬＢＳ×１台

備　　　　　考

（函体ごと更新）

(更新非常用発電機は発電機盤搭載型)

参照図番

E-05,E-23

E-05,E-09,E-11～E-14、

E-09,E-27

E-09,E-27,E-15～E-21

E-05～E-10,E-23～E-27

【概略工程】

【受変電設備】

（月単位） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

着
工

機器承諾 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ製作図作成・機器製作

【非常用発電機設備】

更新ｷｭｰﾋﾞｸﾙ設置 既設?更新切替
既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ撤去

停電
地中埋設配管・ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ設置 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎工事

音が出る工事の条例上の自粛期間：７月２５日～８月３１日（毎年）

配線工事（更新・撤去）

仮設足場組立 ケーブルラック工事 仮設足場解体

ｺﾝﾃﾞﾝｻ盤改修

〔電気室〕

停電

高圧機器改修
〔引込柱・電気室〕

停電

仮設高圧発電機設置

機器承諾 発電機製作図作成・機器製作 燃料配管・配線工事
更新発電機設置

発電機基礎工事 既設?更新切替

停電

既設発電機撤去

【蓄電池設備】

機器承諾 蓄電池盤製作図作成・機器製作 蓄電池盤改修

（新設）
キュービクル

改修工事内容全体図

撤去

E-27～E-29

E-09,E-27

E-30,E-31

E-09,E-27

１９

【書類作成・各種検査】

引
渡
し

〔ﾌｪｰｽﾞ1〕 〔ﾌｪｰｽﾞ1〕

〔ﾌｪｰｽﾞ1〕

〔ﾌｪｰｽﾞ2〕 〔ﾌｪｰｽﾞ3〕

〔ﾌｪｰｽﾞ4〕

〔ﾌｪｰｽﾞ5〕

〔ﾌｪｰｽﾞ5〕

〔ﾌｪｰｽﾞ6〕

〔ﾌｪｰｽﾞ7〕

〔ﾌｪｰｽﾞ7〕
〔ﾌｪｰｽﾞ8〕

〔ﾌｪｰｽﾞ9〕

〔ﾌｪｰｽﾞ9〕

〔ﾌｪｰｽﾞ9〕

〔ﾌｪｰｽﾞ10〕

〔ﾌｪｰｽﾞ11〕

停電 〔ﾌｪｰｽﾞ11〕

経年劣化のため既設高圧ケーブルを更新する。

経年劣化のため既設高圧ケーブルを更新する。

経年劣化のため既設高圧ケーブルを更新する。

経年劣化のため既設高圧ケーブルを更新する。

経年劣化のため既設高圧ケーブルを更新する。

経年劣化のため既設高圧ケーブルを更新する。

経年劣化のため既設高圧ケーブルを更新する。

E-09,E-27

E-09,E-27

E-09,E-27

E-05～E-10,E-23～E-27

E-05～E-10,E-23～E-27

E-05～E-10,E-23～E-27

E-05～E-10,E-23～E-27

E-05～E-10,E-23～E-27

E-05～E-10,E-23～E-27

E-05～E-10,E-23～E-27

更新：6.6kV EM-CET(E-E)38sq
既設：6.6kV EM-CET38sq

更新：6.6kV EM-CET(E-E)38sq
既設：6.6kV EM-CET38sq

更新：6.6kV EM-CET(E-E)38sq
既設：6.6kV EM-CET38sq

更新：6.6kV EM-CET(E-E)38sq
既設：6.6kV EM-CET38sq

更新：6.6kV EM-CET(E-E)38sq
既設：6.6kV EM-CET38sq

各種検査

高圧饋電盤

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



【施工フェーズ】

フェーズ
３

フェーズ
５

〔高圧コンデンサ盤No.1、No.2〕
機器更新工事

〔高圧コンデンサ盤 No.1〕機器更新工事

・開閉器ＶＭＣ×２台
・直列リアクトル×２台
・高圧進相コンデンサ×２台

機器更新工事

・高圧進相コンデンサ×２台

〔高圧コンデンサ盤 No.2〕

・開閉器ＶＭＣ×２台
・直列リアクトル×２台

耐
圧
試
験

復
　
電

フェーズ
１

地中埋設配管・ハンドホール設置

更新ｷｭｰﾋﾞｸﾙ、発電機の基礎工事

引込柱 H.H H.H H.H H.H H.H H.H 更新ｷｭｰﾋﾞｸﾙ H.H H.H 建物へ

H.H ：新設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙH.H

既設配管再使用 新設配管

更新キュービクル設置 高圧受電盤(1面)、高圧饋電盤 No.1～No.4(4面)を屋外に設置

仮設足場組立 建物北側にケーブルラック工事、配線工事用に仮設足場を設置

フェーズ
４

新設発電機設置 新設発電機、燃料貯蔵庫設置
燃料配管、配線工事

フェーズ
６

更新高圧ケーブル配線

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1

（更新キュービクル側のみ接続しておく）

B

C

D

E

F

G

更新高圧ケーブル配線

H

A

電気室　一般電灯盤 No.1

電気室　保安・防災動力盤

新設　高圧饋電盤 No.2 ～

新設　高圧饋電盤 No.2 ～電気室　一般動力盤

～電気室　Ｘ線電源盤新設　高圧饋電盤 No.3

新設　高圧饋電盤 No.4 電気室　保安電灯盤～

新設　高圧饋電盤 No.4 ～

新設　高圧饋電盤 No.1 ～

新設　高圧饋電盤 No.4 ～新設発電機

引込柱(既設予備配管使用)～新設　高圧受電盤

更新 発電機

全停電：５h
必要箇所に仮設発電機を
配置して対応

・引込柱にて既設高圧ケーブル取り外し、更新高圧ケーブル接続

・電気室にて既設高圧ケーブル取り外し、更新高圧ケーブル接続
(一般電灯盤、一般動力盤、Ｘ線電源盤、保安電灯盤、保安防災動力盤、高圧コンデンサ盤)

仮設発電機仮置き 仮設発電機 仮置き

非常用発電機　既設?新設切替

キュービクル既設?新設切替

全停電：１h
・発電機切替試験(消防署立会)

フェーズ
８

既設キュービクル、既設高圧ケーブル
撤去・搬出

フェーズ
２

ケーブルラック工事 建物北側外壁１階～塔屋電気室までケーブルラックを布設

フェーズ
７

フェーズ
９

電気室より既設高圧受電盤(1面)、既設高圧饋電盤 No.1～No.4(4面)及び既設高圧ケーブルを撤去・搬出

※発電機既設?更新切替時は仮設高圧発電機を接続

フェーズ
１０ 必要箇所に仮設発電機を

配置して対応
必要箇所に仮設発電機を
配置して対応

PM10:00～AM3:00

PM9:00～ 準備作業
PM4:00　 完全復旧

・仮設高圧発電機ケーブル接続

新設発電機 消防検査
（平日昼間）

仮設足場解体 建物北側の仮設足場を解体

全停電：５h

PM10:00～AM3:00

PM9:00～ 準備作業
PM4:00　 完全復旧

耐
圧
試
験

復
　
電

〔一般電灯盤１、一般電灯盤２〕
高圧開閉器(ＬＢＳ)更新

既設ＬＢＳを撤去し更新する

・一般電灯盤１ ＬＢＳ×１台

・一般電灯盤２ ＬＢＳ×１台

〔蓄電池盤〕(直流電源装置)
更新工事

既設ケーブル取り外し

・入力、出力ケーブル取り外し

・外部警報ケーブル取り外し

機　器　更　新

・既設蓄電池盤(2面) (撤去)・更新

・ケーブル復旧後、復電

引込柱　高圧機器更新工事
(ＳＯＧ、ＤＧＲ)

電気室　高圧受電盤

（事前に耐圧試験を済ませておく）

・各盤ＶＣＢ「ＯＦＦ」操作

・受電ＶＣＢ「ＯＦＦ」操作

↓

電力引込柱

・ＰＡＳ 「ＯＦＦ」操作

中　電　柱

・ＡＳ「開放」操作

(中部電力にて操作)

電力引込柱

・既設ＰＡＳ、ＤＧＲ 撤去

・ＰＡＳ、ＤＧＲを更新

復電操作
フェーズ

１１

全停電：５h

PM10:00～AM3:00

PM9:00～ 準備作業
PM4:00　 完全復旧

必要箇所に仮設発電機を
配置して対応
必要箇所に仮設発電機を
配置して対応

（事前に耐圧試験を済ませておく）

記

特

施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
改修工事　施工フェーズ

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-04小山

・高圧ケーブル接続替え（仮設→本設）

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
高圧引込配置図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/400
A3:   1/800

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-05小山

ｂ ｂ
ｂ

a a
a

E-20参照

Ｒ階　電気室

E-09参照

E-14、E-20、E-21参照

E-07,E-10参照

アスフ ァ ルト

路　 盤

発生土（ 良質土）

保護砂

良質土または保護砂

地中埋設配管要領

※アスフ ァ ルト 舗装の解体・ 撤去・ 復旧は本工事に含む。

８ ０（ 管上１ ０ ０ ｍｍ以上）

埋設表示シート （ 高電圧）

埋設表示シート （ 弱電）

▽Ｇ Ｌ

３
０

０

※路盤、 アスフ ァ ルト 厚さ は既存合わせ

Ａ －Ａ ＇断面

８ ０ ５ ０ ３ ０ ３ ０

70以上 300以上 50以上

≒1100

**
*

60
0以

上

≒
80

0

（ 管底≒５ ０ ｍｍ）

Ａ Ａ’

Ｂ’Ｂ

地中埋設配管要領

発生土（ 良質土）

保護砂

良質土または保護砂

８ ０（ 管上１ ０ ０ ｍｍ以上）

埋設表示シート （ 高電圧）

埋設表示シート （ 弱電）

▽Ｇ Ｌ

Ｂ －Ｂ ＇断面

８ ０ ５ ０ ３ ０ ３ ０

70以上 300以上 50以上

≒1100

≒
80

0

（ 管底≒５ ０ ｍｍ）

アスフ ァ ルト

路　 盤

発生土（ 良質土）

保護砂

良質土または保護砂

８ ０（ 管上１ ０ ０ ｍｍ以上）

埋設表示シート （ 高電圧）

▽Ｇ Ｌ

※路盤、 アスフ ァ ルト 厚さ は既存合わせ

８ ０

**
*

（ 管底≒５ ０ ｍｍ）

≒
14

00

６
０

０

12
00

以
上

８ ０ ８ ０ ８ ０ ８ ０ ８ ０

70以上

地中埋設配管要領 Ｃ －Ｃ ＇断面

※アスフ ァ ルト 舗装の解体・ 撤去・ 復旧は本工事に含む。

E-06参照

ハンド ホール
９ ０ ０ ×９ ０ ０

アスフ ァ ルト
路　 盤

発生土 ９
０

５

砂利地業

▽Ｇ Ｌ

10
0

**
*

≒
13

00

≒600 1000 ≒600

≒2200

地中埋設配管要領 ハンド ホール部分

※路盤、 アスフ ァ ルト 厚さ は既存合わせ

※アスフ ァ ルト 舗装の解体・ 撤去・ 復旧は本工事に含む。

B

C

D

E

F

G

B

C

D

E

F

G

A

A

A

A

地中埋設標　鉄製

地中埋設標　コンクリート製

E-20参照

E-13、E-14参照

ｂ

５ ０

≒1600
150以上

30
0

60
0以

上

（ 良質土）

（ 既製品）

12-19-350kg(カラー)

コンクリート柱 (既設再利用)

6.6KV 60Hz
引込3φ3W
中電柱より 電力引込み

EA
(LA)

(既設)

(既設) ＷＨＭ

ＳＯＧ

H

H1

H
H2

H

H1

H
H2

H1

H
H

H2

温室

庇

駐車場

親水広場

軽井沢病院

屋外階段

バルク貯槽置場

（ ピロティ ー）

職員入口

救急入口

入口

散歩道

水路

ゴミ 置場

受水槽
氷蓄熱ユニット

オイルタンク

タンクローリー駐車

透 析 棟

＜凡例＞

Ｃ

ハンドホール仕様は下記とする

900×900×1200 鉄蓋付(重耐）

1200×1200×1200   鉄蓋付（重耐)セパ付

特記なき配線は下記による

FEP(80)x2(予備)

FEP(50)x2　(電話用予備)

FEP(50)x2　(CATV用)

FEP(50)x2　(有線用)

a

b
FEP(30)x1　(旧 SOG電源)

（既設残置）

Ｈ１

Ｈ２

（既設残置）

（既設再利用）

ＳＯＧ 7.2kV 300A (DGR付・LA,VT内蔵)
(新設)

燃料貯蔵庫 950L
(新設)

(コンクリート基礎工事含む)

以降

既設アスファルト撤去・復旧部分

既設ハンドホールにFEP管接続

コア抜き(φ200×2)

ハンドホール H2-9
蓋：R2K-60

ハンドホール
蓋：R2K-60

H2-9

(新設)

(新設)

蓋：R20K-60

ハンドホール
(新設)

H2-9

ハンドホール
(新設)

蓋：R20K-60
H2-9

予　備

FEP100

FEP100

地中埋設配管　管上：GL-600

電気室　一般電灯盤 No.1高圧饋電盤 No.2 ～

高圧饋電盤 No.2 電気室　一般動力盤～

電気室　Ｘ線電源盤高圧饋電盤 No.3 ～

高圧饋電盤 No.4 電気室　保安電灯盤～

電気室　保安・防災動力盤高圧饋電盤 No.4 ～

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1高圧饋電盤 No.1 ～

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

地中埋設配管　管上：GL-1200

予　備 FEP80

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.3

高圧饋電盤 No.4

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

ケーブルラック：ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

高圧饋電盤 No.4

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1高圧饋電盤 No.1 ～

電気室　一般電灯盤 No.1～

電気室　一般動力盤～

電気室　Ｘ線電源盤～

電気室　保安電灯盤～

電気室　保安・防災動力盤～

ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

FEP30

地中埋設配管　管上：GL-600

6.6kV EM-CET(E-E)100sq

予　備

FEP100

FEP100

FEP100

FEP100

引込柱～高圧受電盤

予　備

地中埋設配管　管上：GL-600

既設ハンドホールにFEP管接続

コア抜き(φ100×3)

①

②

引込柱～高圧受電盤

引込柱～高圧受電盤

引込柱～高圧受電盤

EM-CPEES0.9-5P

EM-CPEES0.9-30P 新設キュービクル 状態・故障・計測信号

発電機状態・故障信号
FEP50

EM-CPEES0.9-5P

EM-CPEES0.9-30P 新設キュービクル 状態・故障・計測信号

発電機状態・故障信号
FEP50

EM-CPEES0.9-5P

EM-CPEES0.9-30P 新設キュービクル 状態・故障・計測信号

発電機状態・故障信号
FEP50

オイル配管ピット貫通

(PE70)7本,(PE54)1本
コア抜き(φ100×16)

EM-HP1.2-5P

EM-CEE5.5sq-4C

ＥＬＶ監視盤(１階) 〔高圧饋電盤 No.3へ〕

引込柱ＳＯＧ 警報

FEP30

FEP30

EM-HP1.2-5P

EM-CEE5.5sq-4C

ＥＬＶ監視盤(１階)

引込柱ＳＯＧ 警報

〔高圧饋電盤 No.3へ〕 FEP30

FEP30

EM-CEE5.5sq-4C

EM-HP1.2-5P ＥＬＶ監視盤(１階)

引込柱ＳＯＧ 警報

〔高圧饋電盤 No.3へ〕 FEP30

FEP30

詳細

(新設)
ハンドホール H2-9
蓋：R20K-60

以降

既設アスファルト撤去・復旧部分

H.H
No.1

H.H
No.2

No.3
H.H

No.5
H.H

①

②

②

〔高圧饋電盤 No.3へ〕

〔高圧饋電盤 No.3へ〕

〔高圧饋電盤 No.3へ〕

(新設)非常用発電機〔補機〕電気室　保安・防災動力盤 ～EM-FP22sq-3C

FEP50

No.4
H.H

非常用発電機 450kVA
(新設)

(コンクリート基礎工事含む)

キュービクル
(新設)

(コンクリート基礎工事含む)

EM-FP22sq-3C (新設)非常用発電機〔補機〕電気室　保安・防災動力盤 ～

6.6kV EM-CET(E-E)100sq （既設配管再使用）高圧引込

EM-CEE5.5sq-4C ＳＯＧ警報 （既設配管再使用）

6.6kV EM-CET(E-E)100sq

6.6kV EM-CET(E-E)100sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

Ｃ Ｃ’

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
地下ピット　高圧配線図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/200
A3:   1/400

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-06小山
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抜
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イ
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6000
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6000 6000
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6000 9400
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5800 6000
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6000 6000
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6000

1

１階へ
E-07参照

１階へ

ピット

4
,2

0
0

4,
00

0
4,

0
00

4,
80

0
2
,0

0
0

１階

２階

３階

Ｒ階

軽井沢病院

防水プリカ＃(82)
(既設)

(既設残置)　弱電用

G (82)      FEP(80)C

G (82)      FEP(80)C

G (82)      FEP(80)

G (82)      FEP(80)

アース

外　灯

C G (82)      FEP(80)

G (82) ×3

(既設残置)

(既設)ケーブルラック W:300 ｾﾊﾟﾚｰﾀ付

(既設)

(既設)

既設配管再使用

EM-CPEES0.9-5P

EM-CPEES0.9-30P 新設キュービクル 状態・故障・計測信号

発電機状態・故障信号

EM-CPEES0.9-30P 新設キュービクル 状態・故障・計測信号

EM-CPEES0.9-5P 発電機状態・故障信号

(既設残置)

(既設残置)

(既設残置)

(既設残置)

G (28)      FEP(30)

EM-HP1.2-5P ELV制御 （饋電盤No.3～ELV監視盤） G (28)      FEP(30)

既設ケーブルラック

EM-HP1.2-5P ELV制御 饋電盤No.3～ELV監視盤

新設キュービクル 状態・故障・計測信号

発電機状態・故障信号

ELV制御

EM-CPEES0.9-30P

EM-CPEES0.9-5P

EM-HP1.2-5P

既設ケーブルラック

（饋電盤No.3～ELV監視盤）

G (28)      FEP(30)

以降E-05参照

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
１階　高圧配線図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/200
A3:   1/400

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-07小山

PS PS

PS

PS

PS

U. P

バルクタンク置き場

ゴミ置き場

受　水　層

小児科
泌尿器科

中待合

授乳室

中央処置室

中待合

内　科

外　科

EPS

中待合

整形外科

看護婦当直室
内視鏡

喫煙室
風除室

ＴＥＬ

総合案内

当直室

ラウンジ

医療事務室

医療情報室
総
合

受
付

情報室
医薬品

薬剤科

無菌室

採尿ＷＣ
医療

相談室

回復室 検査科

洗
浄

室

細
菌

室

薬品倉庫

検査科事務所

鏡検・標本・資料室

前室

乳房撮影室
血管造影室

夜間・救急入口

救急車入口

女子便所

救急処置室

風除室

男子便所

風除室

ＣＴ室 一般撮影室

暗室 操作ホール

液酸タンク置場

マニホールド室

スタッフ
室 ＭＲＩ室

コンプレッサー室

吸引ポンプ室

多目的便所

心電図

超音波

脳波

読力

売店
ＳＫ

耳鼻

眼科診察室

咽喉科

中待合

食器洗浄室

Ｘ線
テレビ室

配膳

調理室

ホール
ＥＶ

消毒室

透析準備室

ＮＳ スタッフ室
男子

休憩室

更衣室

透析室

ＷＣ

風除室

清掃員控室

更衣室女子

ＷＣ

中央監視室

ポンプ室

準備室

事務室

職員食堂

ＷＣ

休憩室 検
収

室

下処理室

霊安室
食品庫

中央倉庫

消火

熱源機械室
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G (82)

G (82) 

C

G (82) 

(既設残置)

地階へ（既設ケーブルラック）

E-08参照
２階へ

E-06参照
地階へ

・・・既設ケーブルラックを示す

EM-CPEES0.9-5P 発電機状態・故障信号

EM-CPEES0.9-30P 新設キュービクル 状態・故障・計測信号

発電機状態・故障信号EM-CPEES0.9-5P

電気室　一般電灯盤 No.1高圧饋電盤 No.2 ～

高圧饋電盤 No.2 電気室　一般動力盤～

電気室　Ｘ線電源盤高圧饋電盤 No.3 ～

高圧饋電盤 No.4 電気室　保安電灯盤～

電気室　保安・防災動力盤高圧饋電盤 No.4 ～

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1高圧饋電盤 No.1 ～

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

地中埋設配管　管上：GL-1200

予　備 FEP80

以降
E-05参照

(新設) H2-12
蓋：R20K-60
ハンドホール

配管立上げ

(新設)ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)：ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

C

C

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1

電気室　一般電灯盤 No.1

電気室　保安・防災動力盤

(新設)ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)：ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

電気室　一般動力盤

電気室　Ｘ線電源盤

電気室　保安電灯盤高圧饋電盤 No.4

高圧饋電盤 No.1

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.3

高圧饋電盤 No.4

～

～

～

～

～

～

立上げ

ＥＬＶ監視盤
（既設）

（饋電盤No.3～ELV監視盤）ELV制御EM-HP1.2-5P

EM-HP1.2-5P ELV制御 （饋電盤No.3～ELV監視盤）

既設ケーブルラック

既設ケーブルラック

CP-A1-1

（既設）

新設キュービクル 状態・故障・計測信号EM-CPEES0.9-30P

２階へ（既設ケーブルラック）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ
E-10図参照

※１

※１
既設自動制御盤の盤改造、データ変更費を見込むこと。

B

C

D

E

F

G

B

C

D

E

F

G

（既設：発電機情報なし、新設発電機状態・故障追加）

＜中央監視＞

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

EM-FP22sq-3C (新設)非常用発電機〔補機〕電気室　保安・防災動力盤 ～

EM-FP22sq-3C FEP50

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1

電気室　一般電灯盤 No.1

電気室　保安・防災動力盤

電気室　一般動力盤

電気室　Ｘ線電源盤

電気室　保安電灯盤

(新設)非常用発電機〔補機〕

高圧饋電盤 No.4

高圧饋電盤 No.1

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.3

高圧饋電盤 No.4

～

～

～

～

～

～

B

C

D

E

F

G

EM-FP22sq-3C 電気室　保安・防災動力盤 ～

(新設)非常用発電機〔補機〕電気室　保安・防災動力盤 ～

(G82)×7
(G54)×1

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
２階・３階　高圧配線図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/200
A3:   1/400

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-08小山

USUS

２階平面図 ３階平面図
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E-07参照
１階へ

３階へ

２階へ

600060006000580094006000600060006000

G (82)

G (82) 

G (82) 

C

(既設残置)

C

C

G (82)

G (82) 

G (82) 

C

C

C

G (82)

G (82) 

G (82) 

C

C

C

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1

電気室　一般電灯盤 No.1

電気室　保安・防災動力盤

(新設)ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)：ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

電気室　一般動力盤

電気室　Ｘ線電源盤

電気室　保安電灯盤高圧饋電盤 No.4

高圧饋電盤 No.1

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.3

高圧饋電盤 No.4

～

～

～

～

～

～

立上げ・立下げ

Ａ

Ａ Ａ

(既設残置)

EM-CPEES0.9-30P

３階へ（既設ケーブルラック）

新設キュービクル 状態・故障・計測信号

新設キュービクル 状態・故障・計測信号EM-CPEES0.9-30P

１階へ（既設ケーブルラック）

(既設残置)

新設キュービクル 状態・故障・計測信号EM-CPEES0.9-30P

自動制御盤へ（既設ケーブルラック）
Ｒ階　空調機械室

EM-CPEES0.9-30P

２階へ（既設ケーブルラック）

新設キュービクル 状態・故障・計測信号

B

C

D

E

F

G

手術室1

EM-FP22sq-3C (新設)非常用発電機〔補機〕電気室　保安・防災動力盤 ～

E-09参照
Ｒ階へ

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
Ｒ階　電気室配置図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/60
A3:   1/120

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-09小山

1
,
9
3
0

I

6
,
0
0
0

J

13

ラック

ラック

3
30

電灯盤

11

12

Ｘ線電源盤

保安電灯盤

1, 800

3, 650
6

保安・防災動力盤

接地端子盤

2, 400

5, 800

1, 600

7

一般動力盤

10

一般電灯盤
No.2

9

7

高圧

6

ｺﾝﾃﾞﾝｻ

高圧
ｺﾝﾃﾞﾝｻ

16

FL+300

一般電灯盤

8

No.1

ＣＨ＝直天

電気室

17

蓄電池盤

蓄電池盤

6, 000
8

No.2

No.1

６ 高圧コンデンサNo.1

盤名称
機器名称

コンデンサ用
電力ヒューズ

（ＰＦ）

６本

真空開閉器
（ＶＳ）

２台

コンデンサ
リアクトル

２組

高圧コンデンサNo.2７ ６本 ２台 ２組

８ 一般電灯盤No.1

負荷開閉器
（ＬＢＳ）

１台

―

―

― ― ―

９ 一般電灯盤No.2 ― ― ― １台

側面ダクト

更新機器更新リスト

透析室開閉器盤(電灯)

透析室開閉器盤(動力)

１６

１７
蓄電池盤

蓄電池
MSE-300
300Ah

５４個

充電器
A0-32-120-50BD-ME

50A

１台― ― ― ―

――

――

――

――

ケーブルケーブル径間

(更新)　高圧分岐盤 No.1 ～ 電気室　高圧コンデンサ盤 No.1

(更新)　高圧饋電盤 No.2

(更新)　高圧分岐盤 No.2

(更新)　高圧分岐盤 No.4

(更新)　高圧分岐盤 No.4

予　　備

～ 電気室　一般電灯盤 No.1

～ 電気室　一般動力盤

～ 電気室　保安電灯盤

～ 電気室　保安・防災動力盤

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

～ 電気室　Ｘ線電源盤(更新)　高圧分岐盤 No.3

B

C

D

E

F

G

更新高圧ケーブルリスト

予備配管　（Ｇ８２）×３

F

配　　管

※端末処理部分にはシースグリップを使用すること。
･

自動制御盤 動力盤

ＥＶ機械室
空調機械室

躯
体
チ
ャ
ン
バ
ー

煙道

M1

H

G

6
,
0
0
0

5
,
8
0
0

(既設残置)

(既設残置)
ＣＨ＝直天

FL+300

電気室

FL+300

発電機室

ＣＨ＝直天

屋　根

・・・既設ケーブルラックを示す

K

6
,
0
0
0

( E75 )

( E75 )

( E75 )

( E75 )

( E75 )

( E75 )

( E75 )

E

D

B

C

G

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1

電気室　一般電灯盤 No.1

電気室　保安・防災動力盤

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

電気室　一般動力盤

電気室　Ｘ線電源盤

電気室　保安電灯盤高圧饋電盤 No.4

高圧饋電盤 No.1

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.3

高圧饋電盤 No.4

～

～

～

～

～

～

(新設)ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)：ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)
立下げ

ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

P.BOX(WP) SUS製
H:500,W:1200,D:500

コア抜き(φ125×8)

EM-CPEES0.9-30P

３階へ（既設ケーブルラック）

新設キュービクル 状態・故障・計測信号

更新高圧ケーブルリスト参照

更新

以降 E-08参照

E-08参照

B

C

D

E

F

G

負　荷　名　称

予　備

電源盤(2) (CT)

電源盤(3) (一般撮影)

電源盤(4) (X-TV)

電源盤(5) (アンギオ)

ＭＲＩ電源

ブレーカーサイズ

MCB 3P 100/ 50A

MCB 3P 225/200A

MCB 3P 225/125A

MCB 3P 225/125A

MCB 3P 225/125A

MCB 3P 225/225A予　備

MCB 3P 400/400A

3φＴｒ
6600/210V
300kVA

〔５２Ｆ４〕
ＶＣＢ

停電時、「ＯＮ」状態
停電時「ＯＮ」状態

停電時「ＯＦＦ」

⑪Ｘ線電源盤　制御回路改修

(更新)非常用発電機〔補機〕～電気室　保安・防災動力盤 EM-FP22sq-3C ( E51 )

EM-FP22sq-3C (新設)非常用発電機〔補機〕～発電機補機 (E51)電気室　保安・防災動力盤

EM-FP22sq-3C (新設)非常用発電機〔補機〕電気室　保安・防災動力盤 ～

ピット

4,
20

0
4,
0
00

4
,0
0
0

4,
8
00

2,
00

0

１階

２階

３階

Ｒ階

軽井沢病院

電気室

発電機室

：工事対象場所

外壁止水処理

発電機室内のコンクリート基礎、防油堤は
既設残置とする。

＊ケーブルラックは屋根上にコンクリートブロック（ゴム付）にて支持する

３階へ

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
ケーブルラック立面図

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/100
A3:   1/200

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-10小山

4
80

0

6000

G

5800 6000

H I

6000

J K

60006000

11 10 9

6000

8

6000 5800

7 6

25
00

40
00

40
00

70
0

48
0
0

2
50
0

4
00

0
40

00
70

0

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

地中埋設配管　管上：GL-1200

電気室　一般電灯盤 No.1高圧饋電盤 No.2 ～

高圧饋電盤 No.2 電気室　一般動力盤～

電気室　Ｘ線電源盤高圧饋電盤 No.3 ～

高圧饋電盤 No.4 電気室　保安電灯盤～

電気室　保安・防災動力盤高圧饋電盤 No.4 ～

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1高圧饋電盤 No.1 ～

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

予　備 FEP80

東面　立面図 北面　立面図

異種管接続材(FEP80-G82)×7

(G82)×7

ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)
ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)
ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)
ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

P.BOX(WP) SUS製
H:500,W:1200,D:500

異種管接続材(FEP80-G82)×7

(G82)×7

ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)
ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

ケーブルラック(ｶﾊﾞｰ付)
ZA-600B(ｽｰﾊﾟｰﾀﾞｲﾏ)

P.BOX(WP) SUS製
H:500,W:1200,D:500

B

C

D

E

F

G

FEP50EM-FP22sq-3C (新設)非常用発電機〔補機〕電気室　保安・防災動力盤 ～

(G54)×1

異種管接続材(FEP50-G54)×1

(G54)×1

異種管接続材(FEP50-G54)×1

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP50

地中埋設配管　管上：GL-1200

電気室　一般電灯盤 No.1高圧饋電盤 No.2 ～

高圧饋電盤 No.2 電気室　一般動力盤～

電気室　Ｘ線電源盤高圧饋電盤 No.3 ～

高圧饋電盤 No.4 電気室　保安電灯盤～

電気室　保安・防災動力盤高圧饋電盤 No.4 ～

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1高圧饋電盤 No.1 ～

予　備

B

C

D

E

F

G

EM-FP22sq-3C (新設)非常用発電機〔補機〕電気室　保安・防災動力盤 ～

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
受変電設備単線結線図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-11小山
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ＵＶＲ

３Ｐ ６００Ａ

ＳＴＭＣ３

３Ｐ１０００Ａ

ＳＴＭＣ１

３Ｐ１０００Ａ

ＳＴＭＣ２

ＶＣＢ
７．２ｋＶ
６００Ａ
１２．５ｋＡ

●

ＶＴ×２
ＰＦ
１Ａ

４０ｋＡ
６６００／１１０Ｖ

　５０ＶＡ

○

ＶＣＢ
７．２ｋＶ
６００Ａ

１２．５ｋＡ

●

○

1

2

3 4

5

6 7

○

Ｆ

隔

壁

ＲＬ

Ｆ

ＲＬ

７．２ｋＶ
６００Ａ
１２．５ｋＡ

●

３ＰＤＳ
７．２ｋＶ
４００Ａ

ＣＨ

ＣＨ

ＰＡＳ
７．２ｋＶ
３００Ａ

▲Ｉ　＞

ＶＣＴ Ｗｈ

ＫＩＰ１００

ｎ＞３

Ｕ＜

▲ＵＶＲ

ｎ＞３
ｎ＞１０

ｎ＞１０ ｎ＞１０ ｎ＞１０

ＶＴ×１
ＰＦ
１Ａ

４０ｋＡ
６６００／１１０Ｖ

　５０ＶＡ

ＫＩＰ　１４ ＫＩＰ　１４ ＫＩＰ　１４ ＫＩＰ　１４

ＫＩＰ　３８ ＫＩＰ　３８ ＫＩＰ　３８ ＫＩＰ　３８ ＫＩＰ　３８

ＥＬ
▲

ＥＬ
▲

１００ １００ ６０ ３８ ６０ ６０ ２２

インターロック

ＣＴ×２
７５／５Ａ

ＣＴＴ
Ｉ＞

▲

４０ＶＡ
ｎ＞１０

７．２ｋＶ

●

６００Ａ
１２．５ｋＡ

＜５２Ｆ２＞

Ｇ６０Ａ

３００ｋＶＡ

ＫＩＰ１４

Ｃｕ１０ｔ×１００

２
２０００／５Ａ

２０００Ａ

３Ａ
３００Ｖ

３００ｋＶＡ

２
１０００／５Ａ

１０００Ａ

３Ａ
３００Ｖ

７．２ｋＶ

●

６００Ａ
１２．５ｋＡ

＜５２Ｆ４＞

ＫＩＰ　３８

ＺＣＴ
４００Ａ

ＺＴＴ

▲

ｋＶａｒ

６．６ｋＶ
▲

ｋＶａｒ

７．２ｋＶ

４０ｋＡ

６．６ｋＶ
２００Ａ

●

▲

＜４２C１＞

▲

ｋＶａｒ

６．６ｋＶ
▲

ｋＶａｒ

７．２ｋＶ

４０ｋＡ

６．６ｋＶ
２００Ａ

●

▲

＜４２C２＞

▲

ｋＶａｒ

６．６ｋＶ
▲

ｋＶａｒ

７．２ｋＶ

４０ｋＡ

６．６ｋＶ
２００Ａ

●

▲

＜４２C３＞

ＳＣ
▲

ｋＶａｒ

６．６ｋＶ
▲

ｋＶａｒ

ＰＦ×３
７．２ｋＶ

４０ｋＡ

ＶＭＣ
６．６ｋＶ
２００Ａ

●

▲

＜４２C４＞

■
Ａ

ＴＤ

×１

Ａ

６０Ａ

ＡＳ

Ｔ１Φ
６６００／２１０Ｖ

－１０５Ｖ

ＺＣＴ

ＥＬ▲

２６Ｔ▲

ＣＴ×　
ＭＤＡ

Ｆ
Ｖ

ＶＳ

Ｔ３Φ
６６００／２１０Ｖ

ＺＣＴ

ＥＬ▲

２６Ｔ▲

ＣＴ×　
ＭＤＡ

Ｆ
Ｖ

ＶＳ

２６Ｔ▲

ＣＴ×　
ＭＤＡ

Ｆ
Ｖ

ＶＳ

ＣＴ×　
ＭＤＡ

Ｆ
Ｖ

ＶＳ

Ｔ３Φ
６６００／２１０Ｖ

ＺＣＴ

ＥＬ▲

２６Ｔ▲

ＣＴ×　
ＭＤＡ

Ｆ
Ｖ

ＶＳ

ＡＰＦＣ Ｗｈ Ｗ

３０００ｋＷ
５０％＋

－

ＣＯＳ Ｖａｒ

＋
－

ｋＶａｒ
１５００

■
Ｗ

ＴＤ

■

ＴＤ
ＰＦ

■
ｖａｒ

ＴＤ

■
Ａ

ＴＤ

×３　

Ｖ

■

ＴＤ

×３　

ＣＴ×２
２５０／５Ａ
４０ＶＡ

ＣＴＴ

Ｉｎｓｔ付

Ｉ＞

▲

ＶＴ×２
ＰＦ
１Ａ

４０ｋＡ

６６００／１１０Ｖ
１００ＶＡ

■
Ａ

ＴＤ

×１

Ａ

４０Ａ

ＡＳ ■
Ａ

ＴＤ

×１

Ａ

６０Ａ

ＡＳ ■
Ａ

ＴＤ

×１

Ａ

４０Ａ

ＡＳ ■
Ａ

ＴＤ

×１

Ａ

４０Ａ

ＡＳ ■
Ａ

ＴＤ

×１

Ａ

３０Ａ

ＡＳ

付　Ｉｎｓｔ 付　Ｉｎｓｔ 付　Ｉｎｓｔ 付　Ｉｎｓｔ

ＺＣＴ
ＺＣＴ

Ｉ　＞

ＤＧＲ
▲

ＺＣＴ
２００Ａ

ＺＴＴ

■

Ａ
ＴＤ

×１

Ａ

７５Ａ

ＡＳ

付　Ｉｎｓｔ

ＺＣＴ

ＥＬ▲

２６Ｔ▲

ＣＴ×　
ＭＤＡ

Ｖ

ＶＳ

ＺＣＴ

ＥＬ▲

２６Ｔ▲

ＣＴ×　
ＭＤＡ

Ｆ
Ｖ

ＶＳ

ＬＢＳ
７．２ｋＶ
２００Ａ
ＰＦ

４０ｋＡ

Ｔ１Φ
６６００／２１０Ｖ

－１０５Ｖ

Ｆ

Ｔ３Φ
６６００／２１０Ｖ

スコットＴ
６６００／２１０Ｖ
　　－１０５Ｖ×２

ＭＤＡ

２５０Ａ　

凡例

記号 記号名称 名称

LBS

方向性地絡継電盤DGR

高圧気中負荷開閉器SOG

零相変竜流器ZCT

電力需給用計器用変成器VCT

電力量計Wh

デマンド電流計MDA

断路器DS

避雷器LA

真空遮断器VCB

限流ヒューズ

CT

計器用変圧器

PF

試験用電圧端子

VT

不足電圧継電器

CTT

地絡方向継電器

VS
電圧計切替スイッチ

電圧計

過電流継電器

Ｕ＜

Ｉ 　 ＞

Ｖ

Ｉ ＞

APFC

F

W

VMC

SR

SC

MCCB

Wh

ＣＯＳ

Ｖａ ｒ

Ａ

AS

Ｉ 　 ＞

変流器

高圧交流負荷開閉器

高圧進相コンデンサ

自動力率制御装置

ヒューズ

電力計

電力量計

力率計

無効電力計

電流切換スイッチ

電流計

高圧真空接触器

直列リアクト ル

ダイアル温度計

地絡過電流継電器

配線用遮断器（ ト リップ警報付）

8 9 10 11 12 13
(一括）

ＤＧＲ

ケーブル

6.6kV EM-CET(E-E)100sq

ケーブル径間

電力引込柱 ～ 高圧受電盤

高圧饋電盤 No.1 ～ 電気室　高圧コンデンサ盤 No.1

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.4

高圧饋電盤 No.4

高圧饋電盤 No.4

～ 電気室　一般電灯盤 No.1

～ 電気室　一般動力盤

～ 電気室　保安電灯盤

～ 電気室　保安・防災動力盤

～ 非常用発電機 6.6kV EM-FPT38sq

～ 電気室　Ｘ線電源盤高圧饋電盤 No.3

A

B

C

D

E

F

G

H

ロ

6.6kV EM-CET(E-E)100sq

ロロ ロロ ロロ

ロロ

ロロ

ロロ

ロロ

ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ

ロロロロ ロロ ロロ ロロ

更新高圧ケーブルリスト

A (新設)

B (新設) C D E FG

H

(更新) (更新)

新設：自家発電設備　1式

・・・ 更新機器を示す。

OCR

試験用電圧端子

過電流継電器

□ □ □ □ □

□

※高圧ケーブル端末処理部分はシースグリップを使用すること。

ＣＨ

(新設)

ＣＨ

ＣＨ ＣＨ

ＣＨ

(新設)

ＣＨ

ＣＨ

ＣＨ

ＣＨ

(新設) (新設)

ＣＨ

ＣＨＣＨ

ＣＨ

(新設)
6.6kV EM-CET(E-E)38sq

ＣＨ

ＣＨ

(更新)

6.6kV EM-FPT38sq

ＯＣＲ

ＶＣＢ

ＯＣＲ

ＶＣＢ
ＶＣＢＶＣＢ

ＯＣＲ

ＶＣＢＶＣＢ

ＬＢＳ
７．２ｋＶ
２００Ａ
ＰＦ
Ｇ６０Ａ
４０ｋＡ

ＯＣＲＯＣＲ

ＶＣＢ

ＯＣＲ

ＶＣＢ

ＰＦ×３

ＶＭＣ

ＳＣ

ＰＦ×３

ＶＭＣ

ＳＣ

ＰＦ×３

ＶＭＣ

ＳＲ

ＳＣ

ＶＣＢ

ＯＣＲ

ＤＧＲ

名称

凡例

番号

1 高圧受電盤

高圧饋電盤  No.12

3

4

5

高圧コンデンサ盤 No. 16

高圧コンデンサ盤 No. 27

8

13

12

11

10

9

保安、 防災動力盤

保安電灯盤

Ｘ 線電源盤

一般動力盤

一般電灯盤 No. 2

一般電灯盤 No. 1

高圧饋電盤  No.3

高圧饋電盤  No.4

高圧饋電盤  No.2 新設

設置場所

Ｒ階 電気室

 ３
８

□

ＥＡ ＥＤ

 ３
８

□

【Ｒ階 電気室】
既設キュービクル

新設キュービクル
地中埋設配管 地中埋設配管 地中埋設配管 地中埋設配管 地中埋設配管 地中埋設配管

ケーブルラック ケーブルラック ケーブルラック ケーブルラック ケーブルラック ケーブルラック

【屋外　オイルタンク付近】

屋　外
(オイルタンク付近)

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

【屋外　オイルタンク付近】

ＶＭＣ、ＳＲＸ、ＳＣ、ＰＦ更新

ＬＢＳ更新

(更新)(更新)

(更新) (更新) (更新) (更新)

ＳＲ ＳＲ ＳＲ

停　電

２７Ｒ動作 ５２Ｒ（ＯＦＦ）

受電６７Ｒ動作
受電ＯＣＲ及び

４３Ａ　”手動”

ＯＲ

故障時

２７Ｂ動作

Ｔ ２ Ｓ

ＡＮＤ

発電機起動

電圧確立

ＡＮＤ

５２Ｇ（ＯＮ）

発　電　機

５２Ｂ２（ＯＦＦ）

５２Ｂ２＂開”

ＡＮＤ

５ １ Ｒ 動作または
６ ７ Ｒ 動作

Ｙ Ｅ Ｓ

Ｎ Ｏ

５２ＧＢ（ＯＮ）

Ｙ Ｅ Ｓ５ １ Ｒ 動作または
６ ７ Ｒ 動作

Ｎ Ｏ

Ｔ ２ Ｓ

５２Ｆ６（ＯＮ）

５２Ｆ４（ＯＦＦ）Ｔ
２ Ｓ

５２Ｆ５（ＯＦＦ）Ｔ
４ Ｓ

６ Ｓ
５２Ｆ６（ＯＦＦ）Ｔ

停電フロー 復電フロー

４３Ａ＂自動＂

２７Ｒ復帰

復　電

ＡＮＤＡＮＤ

５２Ｒ＂閉”

ＯＲ

２７Ｂ復帰

Ｔ
１ ０ Ｓ

ＡＮＤ

ＡＮＤＡＮＤ

５２Ｒ手動　”入”

受電ＯＣＲ及び
受電６７Ｒ復帰

４３Ａ＂自動＂に
手動切替操作

故障時

５２Ｇ（ＯＦＦ）

５２ＧＢ（ＯＦＦ）

発電機停止

Ｔ

５２Ｂ２（ＯＮ）

５２Ｆ６（ＯＮ）Ｔ
２ Ｓ

５２Ｆ５（ＯＮ）Ｔ
４ Ｓ

６ Ｓ
５２Ｆ４（ＯＮ）Ｔ

注

注　発電機運転後は、
　　５２Ｆ６から投入

制御回路改修

制御回路改修

LA,VT内蔵

(既設再利用)

<52G>

高圧受電盤

高圧饋電盤  No.1

高圧饋電盤  No.2 高圧饋電盤  No.3

高圧饋電盤  No.4

高圧コンデンサ盤 No. 1 高圧コンデンサ盤 No. 2

一般電灯盤 No. 1 一般電灯盤 No. 2 一般動力盤 Ｘ 線電源盤 保安電灯盤 保安、 防災動力盤

５２Ｆ４（ＯＮ）

５２Ｆ５（ＯＮ）

順次投入

6.6kV EM-CET(E-E)38sq 6.6kV EM-CET(E-E)38sq 6.6kV EM-CET(E-E)38sq 6.6kV EM-CET(E-E)38sq 6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

※更新キュービクル内にスーペースヒーターを設置すること。

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
キュービクル姿図・ブロックスケルトン（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-12小山

・・・ 更新機器を示す。

高圧コンデンサ盤 No.2

7

▲

高圧コンデンサ盤 No.1

6

盤間仕切板付

5
0

3000

＜４２Ｃ４＞

７９．８

＜４２Ｃ３＞

７９．８

＜４２Ｃ２＞

７９．８

＜４２Ｃ１＞

７９．８

自然換気カバー 自然換気カバー

４３Ｒ ４ ３

自然換気カバー

2
3
5
0

2
3
0
0

Ｎ　 Ｐ

ｋｖａｒ ｋｖａｒ ｋｖａｒ ｋｖａｒ

３０×３

ＲＬＧＬＲＬＧＬ

３０×３

ＲＬＧＬ

３０×３

ＲＬＧＬ

３０×３

Ｎ　 Ｐ

1400

1000

95050

扉吸気孔

1600

Ｘ線電源盤

11

▲

保安電灯盤

12

▲

保安・防災動力盤

13
（赤文字）

ＭＣＣＢ

Ｔ３φ

ＭＣＳＴ

ＭＣＣＢ

Ｔ３φ
３００
　ｋＶＡ

Ｔスコット

ＭＣＳＴ

ＭＣＣＢ

ＭＣＳＴ

ＭＣＣＢ

パンチング仕切板付

Ｖ ＭＤＡＭＤＡ ＭＤＡ

ＶＳ

ＥＬ Ｒ

Ｖ ＭＤＡＭＤＡ

ＶＳ

ＥＬ Ｒ

Ｖ ＭＤＡＭＤＡ

ＶＳ

ＥＬ Ｒ

ＣＨ

ＭＤＡ Ｖ ＭＤＡＭＤＡ

ＶＳ

ＥＬ Ｒ

ＲＬ ×２

4700

600 600 600

3
0
0

4343
RMAM

ダイヤル温度計検視窓

換気扇

ダイヤル温度計検視窓

Ｎ　 Ｐ

換気扇

ＲＬＧＬＲＬＧＬ

３０×４ ３０×４ ３０×４

Ｎ　 Ｐ

ダイヤル温度計検視窓

Ｎ　 Ｐ

換気扇

ＲＬＧＬ

50 1400 1600 1600

2
3
5
0

2
3
0
0

50

5
0

高圧受電盤

1

高圧饋電盤 No.1

2

高圧饋電盤 No.2

3

高圧饋電盤 No.3

4

高圧饋電盤 No.4

5

ＳＣ

３Φ
ＴＲ
一般

１Φ
ＴＲ
一般

ＺＣＴ

３Φ
ＴＲ
Ｘ線

＜５２Ｂ２＞

３Φ
ＴＲ

保安・非常

スコット
ＴＲ

保安電灯発電機

ＺＰＤ

ＶＣＢ
＜５２Ｒ＞

ＣＴ×２

３ＰＤＳ

ＶＴ×２

３ＰＬＡ

＜５２Ｆ１＞

ＣＴ×２

＜５２Ｆ２＞

ＣＴ×２

＜５２Ｂ１＞

＜５２Ｆ４＞

ＣＴ×２

＜５２Ｆ５＞

ＣＴ×２

＜５２Ｆ６＞

ＣＴ×２

＜５２ＧＢ＞

ＣＴ×２

＜５２ＦＣ＞

ＣＴ×２

ＶＴ×２

ＶＴ×１ ＶＣＢＶＣＢ

ＶＣＢ

ＶＣＢ

ＶＣＢ

ＶＣＢ

ＶＣＢ
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ＳＣ

ＶＭＣ ＶＭＣ ＶＭＣ

ＳＲ ＳＲ ＳＲ

ＳＣ ＳＣ ＳＣ

３００
　ｋＶＡ

２００
　ｋＶＡ

8

▲
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▲

一般動力盤
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Ｔ３φ
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Ｔ1φ

Ｖ ＭＤＡＭＤＡ ＭＤＡ

ＶＳ

ＥＬ Ｒ
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ＶＳ

ＥＬ Ｒ
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3
0
0

換気扇換気扇

３０×４ ３０×４

Ｎ　 Ｐ Ｎ　 Ｐ

換気扇

50 1600 1600

2
3
5
0

2
3
0
0

50

5
0

３００
　ｋＶＡ

５００
　ｋＶＡ

一般電灯盤 No.1 一般電灯盤 No.2

1600

Ｖ ＭＤＡＭＤＡ

ＥＬ Ｒ

Ｎ　 Ｐ

ＶＳ

３０×４

盤間仕切板付

ＭＣＣＢ

Ｔ1φ
３００
　ｋＶＡ

ＭＣＣＢ

ＬＢＳ
７．２ｋＶ
２００Ａ

ＬＢＳ
７．２ｋＶ
２００Ａ

(更新) (更新) (更新) (更新)

(更新) (更新)

屋外（既設オイルタンク付近） 既設キュービクル

変 電 設 備
Hi gh vol tage substati on

900 1000 1800900 900 900

2
3
0
0

▲ ▲ ▲ ▲

4600

ＶＣＢ

塔屋　電気室新設キュービクル

※キュービクル姿図、 寸法値は参考とする。

※キュービクル内にスペースヒーターを設置すること。

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
新設キュービクル・発電機・燃料貯蔵庫基礎詳細図（参考図）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/20
A3:   1/40

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-13小山

配線ピット

平面図

水抜き穴(VP50)

水抜き穴(VP50) 

20
00

50
0

50
0

10
00

a a´

b

b´

キュービクル基礎

非常用発電設備基礎 燃料貯蔵庫基礎

a a´

b

b´

平面図

4800

400 4000 400

4600
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00

▼GL

a-a´断面図
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－
D1

6上
下

共

22－D16上下共
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00
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0
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平面図
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下
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10－D16上下共

▼GL
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0
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10－D16上下共
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－
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下
共
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▼GL

a-a´断面図
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00
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10－D16上下共
捨てコン

基礎砕石RC40

配線ピット
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4800

400 4000 400
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b-b´断面図
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配線ピット
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0

50
0

50
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腹筋8－D10@200
巾止め筋D10@1000内外

腹筋8－D10@200
巾止め筋D10@1000内外

腹筋4－D10@200

巾止め筋D10@1000内外

50
10
0

▼AS舗装 ▼AS舗装

50
10
0

2000

1000 500 500

D13@200

水抜き穴(VP50) 水抜き穴(VP50)

水抜き穴(VP50)

腹筋4－D10

巾止め筋D10@1000内外

D16@200

腹筋8－D10@200
巾止め筋D10@1000内外

D16@200 D16@200

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
新設キュービクル配置図

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/60
A3:   1/120

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-14小山

駐
車
場

軽井沢病院

放
流

放
流

透析棟

Key PlanＮ

既設配管トレンチ

ＵＰ

放流

放流

既設配管トレンチ

既設配管トレンチ

既設配管トレンチ

既設地下タンク躯体

既設地下タンク

１５０００Ｌ

非常用発電機
(新設)

6.6kV 450kVA

燃料貯蔵庫
(新設)

Ａ重油　950Ｌ

Ａ重油

既設給油口ボックス

① 高圧受電盤

②

③

④

⑤

高圧饋電盤 No.1

高圧饋電盤 No.2

高圧饋電盤 No.3

高圧饋電盤 No.4

地中埋設配管　管上：GL-1200

A 6.6kV EM-CET(E-E)100sq

EM-CPEES0.9-30P

EM-HP1.2-5P

EM-CEE5.5sq-4C

ＥＬＶ監視盤(１階)

引込柱ＳＯＧ 警報

新設キュービクル 状態・故障・計測信号

〔高圧饋電盤 No.3へ〕

〔高圧饋電盤 No.3へ〕

引込柱～高圧受電盤

予　備

FEP100

FEP100

FEP30

FEP30

新設キュービクル

以降
E-05参照

(新設)

セパレータ付
蓋：R20K-60

ハンドホール H2-9

蓋：R20K-60

H2-9
(新設)

セパレータ付
ハンドホール

既設配管トレンチ貫通

(PE70)7本,(PE54)1本
コア抜き(φ150×16)

以降
E-05参照

地中埋設配管　管上：GL-1200

電気室　一般電灯盤 No.1高圧饋電盤 No.2 ～

高圧饋電盤 No.2 電気室　一般動力盤～

電気室　Ｘ線電源盤高圧饋電盤 No.3 ～

高圧饋電盤 No.4 電気室　保安電灯盤～

電気室　保安・防災動力盤高圧饋電盤 No.4 ～

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1高圧饋電盤 No.1 ～

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

予　備 FEP80

B

C

D

E

F

G

(新設)発電機盤〔補機〕 電気室　保安・防災動力盤～EM-CET22sq FEP50

キュービクル基礎

E-13,E-15参照

Ｈ.Ｈ
No.3

Ｈ.Ｈ
No.4

新設キュービクル

③ ①②④⑤

ＥＡ

１４ｓｑ

（ＦＥＰ３０）

発電機 状態・故障信号EM-CPEES0.9-5P FEP30

FEP30

新設キュービクル 状態・故障・計測信号

〔高圧饋電盤 No.3へ〕

〔高圧饋電盤 No.3へ〕

FEP100

FEP100

FEP30

FEP30

FEP30

地中埋設配管　管上：GL-1200

6.6kV EM-CET(E-E)100sq

EM-CPEES0.9-30P

EM-HP1.2-5P

EM-CEE5.5sq-4C

ＥＬＶ監視盤(１階)

引込柱ＳＯＧ 警報

引込柱～高圧受電盤

予　備

A

EM-CPEES0.9-5P 発電機 状態・故障信号 FEP30〔発電機へ〕

発電機補機電源（3φ200V）EM-FP22sq-3C FEP40

地中埋設配管　管上：GL-1200

電気室　一般電灯盤 No.1高圧饋電盤 No.2 ～

高圧饋電盤 No.2 電気室　一般動力盤～

電気室　Ｘ線電源盤高圧饋電盤 No.3 ～

高圧饋電盤 No.4 電気室　保安電灯盤～

電気室　保安・防災動力盤高圧饋電盤 No.4 ～

電気室　高圧コンデンサ盤 No.1高圧饋電盤 No.1 ～

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

FEP80

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

予　備 FEP80

B

C

D

E

F

G

地中埋設配管　管上：GL-1200

地中埋設配管　管上：GL-1200

　▲
正面

＊鉄筋探査を行う

Ｈ.Ｈ
No.4

消

消 消火器10型(蓄圧式)×1本

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

6.6kV EM-CET(E-E)38sq

非常用発電機高圧饋電盤 No.4 ～ FEP806.6kV EM-FPT38sqH

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
外構図（建築工事）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/40
A3:   1/80

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-15小山

ＵＰ

＋１５０

＋１５０

＋１０５０

±０

±０

±０
＊アスファルト

＊アスファルト

＊アスファルト

＋１５０

＋１５０

１５０

既設配管トレンチ

配管ピット（落蓋式）
有効Ｗ５００×Ｈ６００（配管ピット詳細図参照）

燃料貯蔵庫基礎

H:1000,W2500,D2200

(既設)地下タンク躯体

既設地下タンク
１５０００Ｌ

▽
±

０
＋
１

５
０

地先ブロック撤去

キュービクル基礎

H:1000,W4600,D2200

砕石敷き範囲（本工事）

(t:50 ㎡)

道路にゼブラゾーン表示

オレンジ色　(41.4㎡)

配管ピット詳細図

1種500Ｂ

RC40-0 t=100基礎砕石 ｍ

敷モルタル 1：3

名称

数量表

落ちふた式U形側溝

規格

1種500B

ｍ3

2

単位

個

10m当り

落ちふた式U形側溝

敷モルタル
基礎砕石

側溝蓋 500 L=500 枚

7.60

0.168

数量

5

20

720

500

80
0

12
5

60
0

75

30
10

0

560
760

▽±0 15
0

▽+150

新設屋外配管ピット（落蓋式）
有効Ｗ５００×Ｈ６００

非常用発電機基礎

H:1000,W4800,D2000

31
00

900 14000

27
50

54
00

6570

50
30
0

38
60

72
0

25
00

31
80

72
0

22
00

20
00

50

975850 2200 300 3025 4800

470 370 2500 4600 1700

※発電機より離隔距離３?に被る範囲を斜線にて明確に表示する。
（佐久広域連合消防本部　予防課　危険物係より指導あり）

離隔距離 ３?ライン

5830

既設配管トレンチ

2200600 3870

24
10

46
10

22
00

10450

2200

22
00

管路掘削部分ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去・復旧

以降
E-05参照

以降
E-05参照

既設側溝　取外し・復旧 既設側溝　取外し・復旧

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
自家発電設備 特記仕様書・外形図・単線結線図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-16小山

－１

２．機　器　仕　様

　　２．１　発電装置

　　　（１）共通仕様
　　　　　　　　認　　　　　定　：　日本内燃力発電設備協会認定品（長時間形）
　　　　　　　　運　転　方　式　：　（ａ）始動方式　電気式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｂ）起動時間　４０秒以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｃ）停止操作　商用電源復帰信号受信後一定時間運転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した後停止する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚、手動及び非常停止装置を設ける。

　　　（２）発電機
　　　　　　　　形　　　　　式　：　三相交流同期発電機
　　　　　　　　出　　　　　力　：　４５０　ｋＶＡ
　　　　　　　　電　　　　　圧　：　６６００　Ｖ
　　　　　　　　電　　　　　流　：　３９．４　Ａ
　　　　　　　　周　　波　　数　：　６０　Ｈｚ
　　　　　　　　回　転　速　度　：　１８００　ｍｉｎ
　　　　　　　　極　　　　　数　：　４　極
　　　　　　　　相　　　　　数　：　３φ３Ｗ
　　　　　　　　力　　　　　率　：　０．８（遅れ）
　　　　　　　　励　磁　方　式　：　ブラシレス励磁

　　　（３）ディーゼル機関
　　　　　　　　形　　　　　式　：　水冷４サイクルディーゼル機関
　　　　　　　　定　格　出　力　：　５０５　ｋＷ｛６８７　ＰＳ｝
　　　　　　　　回　転　速　度　：　１８００　ｍｉｎ
　　　　　　　　冷　却　方　式　：　ラジエータ方式
　　　　　　　　燃　　料　　油　：　Ａ重油
　　　　　　　　燃 料 消 費 量　：　１０８　Ｌ／ｈ
　　　　　　　　潤　滑　油　量　：　２２　Ｌ
　　　　　　　　セ ル モーター　：　ＤＣ２４Ｖ　７　ｋＷ
　　　　　　　　蓄 電 池 容 量　：　ＤＣ２４Ｖ　８０　Ａｈ（ＲＥＨ）

　　　（４）自動始動発電機盤
　　　　　　　　構　　　　　造　：　鋼板製搭載配電盤
　　　　　　　　盤　内　配　線　：　エコケーブル使用
　　　　　　　　保　守　回　路　：　エコ運転モード付
　　　　　　　　（定期的自動プライミングによるエンジン起動無しでの保守運転）
　　　　　　　　＊定期的保守運転回路も装備の事（１～４週間間隔で設定可）

　　　（５）発電設備外観形状
　　　　　　　　構　　　　　造　：　キュービクル式超低騒音形
　　　　　　　　ボンネット材質　：　キュービクルは亜鉛メッキ鋼板を使用のこと
　　　　　　　　騒 音 レ ベ ル　：　機側１ｍ平均７５ｄＢ（Ａ）以下
　　　　　　　　機　器　質　量　：　約　１０４８０　ｋｇ（整備質量）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　塗　　装　　色　：　５Ｙ７／１（半ツヤ）

　　　（６）燃料槽
　　　　　　　　構　　　　　造　：　屋外キュービクル式燃料貯蔵庫
　　　　　　　　容　　　　　量　：　９５０　Ｌ
　　　　　　　　附　　属　　品　：　ウイングポンプ・フロートスイッチ×２
　　　　　　　　機　器　質　量　：　約　２４５０　ｋｇ（満油時）
　　　　　　　　塗　　装　　色　：　５Ｙ７／１（半ツヤ）

　　　（７）燃料移送ポンプ
　　　　　　　　構　　　　　造　：　歯車ポンプ
　　　　　　　　容　　　　　量　：　３φ２２０Ｖ－０．４ｋＷ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　吐出量：２１Ｌ／ｍｉｎ前後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　吐出圧：０．４ＭＰａ以上
　　　　　　　　機　器　質　量　：　約　２０　ｋｇ

　　　（８）ポンプ制御ボックス
　　　　　　　　構　　　　　造　：　鋼鈑製壁掛形
　　　　　　　　構　　　　　成　：　燃料ポンプ制御盤
　　　　　　　　容　　　　　量　：　３φ２２０Ｖ
　　　　　　　　機　器　質　量　：　約　３０　ｋｇ
　　　　　　　　塗　　装　　色　：　５Ｙ７／１（半ツヤ）

自家発電設備特記仕様書
７．発　電　設　備　機　器　図３ ． そ 　 の 　 他

　 　 　 （ １ ） 地 下 タ ン ク 、 給 油 口 ボ ッ ク ス 既 設 流 用

　 　 　 （ ２ ） 躯 体 貫 通 部 の 配 管 は 既 設 流 用

　 　 　 （ ３ ） 既 設 流 用 す る 配 管 等 に 接 続 す る 際 、 状 況 に よ り 図 面 と 異 な る 場 合 に 限 り

　 　 　 　 　 　 発 注 者 、 監 理 者 に 確 認 を 取 り 、 施 工 を 行 う 事

４ ． 工 　 事 　 区 　 分

　 　 　 （ １ ） 発 電 機 工 事 範 囲
　 　 　 　 　 　 　 　 ａ ． 発 電 装 置 の 製 作 ・ 据 付 工 事

　 　 　 　 　 　 　 　 ｂ ． 燃 料 貯 蔵 庫 の 製 作 ・ 据 付 工 事

　 　 　 　 　 　 　 　 ｃ ． ポ ン プ 制 御 ボ ッ ク ス の 製 作 ・ 据 付 工 事

　 　 　 　 　 　 　 　 ｄ ． 燃 料 配 管 工 事 一 式 （ 移 送 ポ ン プ 含 む ）

　 　 　 　 　 　 　 　 ｅ ． 試 運 転 調 整

　 　 　 　 　 　 　 　 ｆ ． 燃 料 満 タ ン 引 渡 し （ 燃 料 貯 蔵 庫 の み ）

　 　 　 （ ２ ） 発 電 機 工 事 外

　 　 　 　 　 　 　 　 ａ ． 各 機 器 の 基 礎 ・ ピ ッ ト 工 事 （ 蓋 含 む ）

　 　 　 　 　 　 　 　 ｂ ． 躯 体 開 口 ・ ス リ ー ブ 工 事
　 　 　 　 　 　 　 　 ｃ ． 外 部 電 気 配 線 工 事

　 　 　 　 　 　 　 　 ｄ ． そ の 他 記 載 無 き 事 項

燃料油最低油量

赤周 波 数 低 下

赤

潤滑油油圧低下

冷却水温度上昇

過　　電　　流

始　動　渋　滞

ベル ブザー
外部支給接点

警　報

赤

赤

赤

赤

赤

赤

不　足　電　圧 赤

赤

過　　電　　圧

緊　急　停　止

過　　回　　転

重

故

障

機関停止 遮断器断 表　示 色故　障　種　別

橙

橙

橙

橙軽

故

障

橙

ＶＴＴ

　　負　荷
３φ６６００Ｖ

ＥＤＥＡ

（９５Ｕ）
ｆ＜ Ｕ＜

（２７）
Ｕ＞

（５９）
ｈ１２，１４

自動制御装置（ＥＡＣ）

（８４）
Ｕ

Ｇ　Ｓ ＥＸ

ＣＴＴＫ

Ｌ

ＷＶ
～

Ａ
～Ｉ＞

（５１）

ＥＡ ＥＤ
（６４）

Ｈｚ Ｗｈ

ＺＰＣ

ＣＴ×２

（ＥＡ）

 　　５２Ｇ
 　　７．２ｋＶ　６００Ａ
 　　１２．５ｋＡ　１５０ＭＶＡ

ＥＦ１，２（５Ａ）

ＶＴ×２
６６００Ｖ／１１０Ｖ

Ｕ，Ｖ，Ｗ

ＡＶＲ

Ｆ
Ｃ
２

Ｆ
Ｃ
１

ＰＦ１～４

Ｊ，Ｋ

Ｕ 　＞

Ｍ（マルチメーター）

ＣＯＳφ

ヒーター、充電器等へ

ＥＮＧＩＮＥ
ＰＭＧ

ＰＭＡ，ＰＭＢ

７－９０

地　　　　　絡

燃料油油面低下

蓄電池温度上昇

充　電　異　常

補　機　故　障

（一括）

補機電源（ＡＣ－ＧＣ）
３φ２２０Ｖ－５ｋＷ

５．保　護　一　覧

６．単　線　結　線　図

１．一　般　事　項

　　１．１　適　用　規　格

　　　　　　本特記仕様書及び設計図によるほか下記による。
　　　（１）日本産業規格　　　　　　　　　　　（ＪＩＳ）
　　　（２）電気学会電気規格調査会標準規格　　（ＪＥＣ）
　　　（３）日本電機工業会標準規格　　　　　　（ＪＥＭ）
　　　（４）電気設備技術基準
　　　（５）日本内燃力発電設備協会規格
　　　（６）消防法
　　　（７）公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）最新年版

　　１．２　設　置　条　件

　　　　　　温　　度：－１５℃～４０℃（寒冷地仕様）
　　　　　　湿　　度：８５％以下
　　　　　　高　　度：海抜９３８ｍ

　 ▲
正　 面

６ ０ ０

２
０
０

６
０
０

６ ０ ０ ２ ０ ０

６
０
０

１ ３ ８

１ ９ ４
１ ８ ０

（ ４ ２ ４ ）

７ ２ ０ ０

２
０
０
０

６ ０ ０ ６ ０ ０ ６ ０ ０ ６ ０ ０ ６ ０ ０ ６ ０ ０

４ ４ ０ ０

４ ０ ０ ４ ０ ０

９ ０ ０９ ０ ０ １ ０ ０ ０

１ ９ ２ ０

２ ０ ０ ０

２
４
０
０

２
８
６
５

排　 気

１ ４ －φ３ ０ キリ
Ｍ２ ０ アンカーボルト

排　 気

３
８
３

３
８
３

排気管Ｓ Ｇ Ｐ １ ５ ０ Ａ ×２

　 ▲
操作面

燃料出入口

２ ３ ０ ０

２ ２ ０ ０

２
０
５
０

１
８
５
０

７ １ ０ ７ １ ０ ７ １ ０

２ １ ９ ０

２
６
２
５

３ ０３ ０ １ ７ ８ ０

１ ８ ４ ０

２ ２ ０ ０ １ ８ ５ ０

２ ３ ０ ０ ２ ０ ５ ０

２
６
２
５

８ －φ２ ５ キリ
Ｍ１ ６ アンカーボルト

通気口３ ２ Ａ
引火防止金網付
ＧＬ ＋４ ０ ０ ０ 以上立上げ
先端周囲１ ｍ以内開口無し

通気口３ ２ Ａ
引火防止金網付
ＧＬ ＋４ ０ ０ ０ 以上立上げ
先端周囲１ ｍ以内開口無し

オーバーフロー
４ ０ Ａ

給油口　 ２ ５ Ａ

返油口　 ２ ５ Ａ

送油口　 ２ ５ Ａ

燃料移送ポンプ外観図　ポンプ制御ボックス外観図

排気消音器×２

吸　 気排　 風

発電設備外観図

燃料貯蔵庫外形図

　 ▲
正　 面

※引き渡し時、満油とする

－１

（寸法は参考値）

＜燃料タンク容量計算書＞

空間容量
公称容量

総容量 （1200-9）×（850-9）×（1064-10.5）×10

950L
1055.22-950＝105.22
105.22÷1055.22×100（％）＝9.97％

＝1191×841×1053.5×10＝1055.22

空間容量比

＜防油堤容量計算書＞
総容量 （2200-6.4）×（1850-6.4）×（280-3.2）×10

＝2193.6×1843.6×276.8×10＝1119.4L
-6

-6

-6

-6

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
自家発電設備 出力計算書〔一般停電時〕（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-17小山

種　　類

０．８００

０．１５０

様式－１　〈最大最終〉

自　家　発　電　設　備特　性　等

｛ ＰＳ｝ｋＷ
ディーゼルエンジン

使用燃料
定格出力
原動機の種別

ｍｉｎ定格回転速度

発電機出力

原動機出力

整合比

ｍｉｎ－１

Ｈｚ
極

定格周波数
定格回転速度

極　　　数
Ｖ
ｋＶＡ

定格力率
定格電圧
定格出力

（５）

（４）

（３）

（２）

（１）
様式－２のとおり

＊＊ｄ　　＝
＊＊Ｄ　　＝

ａ　　　　＝
γ　　　　＝
ε　　　　＝

ηｇ　　　＝
△Ｅ　　　＝
ｘｄ’ｇ　＝
ＫＧ４　　＝
ＫＧ３　　＝

負荷機器

原動機　　　特性

発電機　　　特性

対象負荷機器

（４）

（３）

（２）

（１）

△Ｐ＝Ａ＋Ｂ－２Ｃ＝ ＋ ＝－２×

ｕ＝
（Ａ－Ｃ）

△Ｐ ＝
（ － ）

＝

Ｓｆ＝ １＋ △Ｐ
Ｋ ＋（ △Ｐ

Ｋ ）
２

×（１－３ｕ　＋３ｕ　）

＝ １＋ ＋（ ） ×（１－３× ＋３× ）＝

×Ｄ×Ｓｆ×
１

ηＬ ｃｏｓθｇ
１

＝
１

× × ×
１

＝＝ＲＧ１

様式－３　〈最大最終〉

自家発電設備出力計算シート（発電機）

０．８００

１．０００ １．０００

１．０００

＝
（１－△Ｅ）

△Ｅ ×ｘｄ’ｇ×
ｋｓ

Ｚ’ｍ ×
Ｍ２
Ｋ

＝
（１－ ）

× × × ＝

ＲＧ２

＝
ｆｖ１
ＫＧ３ ×｛

ｄ
（ηｂ×ｃｏｓθｂ） ×（１－

Ｍ３
Ｋ ）＋ Ｚ’ｍ

ｋｓ
×

Ｍ３
Ｋ ｝

＝ ×｛ （ × ） ×（１－ ）＋ × ｝＝

ＲＧ３

＝
１
Ｋ × ＫＧ４

１
× （Ｈ－ＲＡＦ） ＋（Σ

Ａｉ
ηｉ×ｃｏｓθｉ ＋Σ ηｉ×ｃｏｓθｉ

Ｂｉ
－２×Σ ηｉ×ｃｏｓθｉ

Ｃｉ
） ×（１－３ｕ　＋３ｕ　）

※Ｈ＝ｈｂ× ｛Σ（ ηｉ×ｃｏｓθｉ
Ｒ６ｉ×ｈｋｉ

）｝　＋｛Σ（ ηｉ×ｃｏｓθｉ
Ｒ３ｉ×ｈｋｉ

×ｈｐｈ｝

＝
１

×
１

× （ － ）　＋（ ） ×（１－３× ＋３× ）＝

ＲＧ４

０．１５０ ０．００ １．０００ １．０００

＝ＲＧ〈 〉＝ ＲＧ１，ＲＧ２，ＲＧ３，ＲＧ４のうち最大値ＲＧ

Ｇ’＝ＲＧ×Ｋ＝ × ＝ （ｋＶＡ） 発電機定格出力Ｇ Ｇ＝ （ｋＶＡ）発電機計算出力Ｇ’

１．１００

１．０００

形式番号　　　　　　

４

（長時間形）

様式－２　〈最大最終〉

番
号

グ
ル

ー

プ

消
防
設
備

記
号

台
数

換算
入出力
ｋＷ

ｋＶＡ

出力
ｍｉ（ｋＷ） 方 方

式 式

始
動

制
御

Ｒ－Ｓ Ｓ－Ｔ Ｔ－Ｒ

単相負荷（ｋＷ）

負荷機器名称

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

１ １

負荷出力合計値　ｋ＝算　出

最大値：Ａ＝
次の値：Ｂ＝
最小値：Ｃ＝

〈Ｄ〉：＝（ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｃｏｓθｓ－ｄ／ηｂ）×ｍｉ　　　（ただしエレベーター負荷のときは、各式にＵｖ／ｎを掛けた値とする。）
〈Ａ〉：＝ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｍｉ　　　〈Ｂ〉：＝｛ｋｓ／Ｚ’ｍ－ｄ／（ηｂ×ｃｏｓθｂ）｝×ｍｉ 〈Ｃ〉：＝｛ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｃｏｓθｓ－（ε－ａ）×ｄ／ηｂ｝×ｍｉ

＝（
１

ηＬ ）×Ｄ×（
１

ηｇ ）＝（
１

）× ×（
１

）＝ＲＥ１ １．０００

様式－４　〈最大最終〉

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

＝
１
ε × ηｇ’

ｆｖ２
×｛（ε－ａ）×

ｄ
ηｂ ×（１－

Ｍ’２
Ｋ ）＋

ｋｓ
Ｚ’ｍ ×ｃｏｓθｓ×

Ｍ’２
Ｋ ｝

＝
１

× ×｛（ － ）× ×（１－ ）＋ × × ｝＝

ＲＥ２

＝
１

× ηｇ’γ
ｆｖ３

×｛
ｄ

ηｂ ×（１－ Ｋ
Ｍ’３

）＋ Ｚ’ｍ
ｋｓ

×ｃｏｓθｓ× Ｋ
Ｍ’３

｝

＝
１

× ×｛ ×（１－ ）＋ × × ｝＝

ＲＥ３

ＲＥ 〉＝＝ＲＥ〈 ＲＥ１，ＲＥ２，ＲＥ３のうち最大値

Ｅ’　＝ＲＥ×Ｋ＝ × ＝ （ｋＷ）原動機計算出力Ｅ’

ＭＲ’＝ Ｇ×ｃｏｓθｇ
Ｅ’

×ηｇ＝ × × ＝整　　　　　　合 ０．８００

ＭＲ’＝原動機定格出力Ｅ

ＭＲ　＝ Ｅ＝ （ｋＷ）

Ｇ＝ （ｋＶＡ） 力率＝ Ｅ＝ （ｋＷ）
（ＰＳ）

ディーゼルエンジン自家発電設備の出力 ０．８００

１．０００

１．１００
１．０００

（長時間形）

２ １

２

分負荷
相当
出力

Ｍｐ（ｋＷ）

Ｍ２の
選定

〈Ａ〉
選定 選定 選定

Ｍ３の

〈Ｂ〉

Ｍ’２の

〈Ｃ〉

Ｍ’３の

〈Ｄ〉

〈Ａ〉の値
が最大と

なる
ｍｉ＝Ｍ２

が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

〈Ｂ〉の値

ｍｉ＝Ｍ３

〈Ｃ〉の値

ｍｉ＝Ｍ’２

〈Ｄ〉の値

ｍｉ＝Ｍ’３

選

定

需要率
ｄｉ

－　　

－　　単

単

０．１２０
０．６６７

０．１２０
０．６６７

０．１２０
０．６６７

１．５００

０．２５０
０．２００
０．９３１

４５０．０
６０

１８００

１８００

６６００

５０５．０ ６８６．８
Ａ重油

１．３０５

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１ －　　単

単

単

単

単

単

単

単

単

（配電１２）直流電源装置（１）

（配電１２）直流電源装置（２）

（配電１２）ＯＰ－１，ＯＰ－２（ＵＰＳ系副電源）

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

８．６０ ８．６０

８．６０ ８．６０

１７．００ １７．００

２．８７ ２．８７ ２．８７

２．８７ ２．８７ ２．８７

５．６７ ５．６７ ５．６７

８．６０ ８．６０

８．６０ ８．６０

１７．００ １７．００

９０．００

０．９００ １．０００

０．００

０．００

０．０００．００
１．０００

０．２００
０．２００

０．２５０

１．５００

０．００

１

４５０．０

０．９００ ０．９３１

０．８８４
９０．００ ９０．００

０．９００
１．０００

０．９００

０．８８４ ０．４００

４５０．０ ０．９３１

１．３０５ ５０５．０

４５０．０ ５０５．０
６８６．８

自家発電設備出力計算書（一般停電時）
〔配電盤１１不含＊需要率６０％時〕

０．５００

０．１２５

０．６００
０．６００

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単

単 追加　ＭＲＩ

（配電１２）Ｌ－Ａ１－Ｍ２

（配電１２）Ｌ－Ａ３－０２，ＡＰ１－０１，Ｌ－Ａ３－Ｍ６

（配電１２）Ｌ－Ａ１－０２，Ｌ－Ａ１－Ｍ６

（配電１２）Ｌ－Ａ１－０１，Ｌ－Ａ１－Ｍ３

（配電１２）ＯＰ－１，ＯＰ－２（ＵＰＳ系副電源）

（配電１２）３階東病棟，３階南病棟４

（配電１２）ＭＣＵ１（Ａ），ＭＣＵ１（Ｂ）

（配電１２）３階西病棟

（配電１２）Ｌ－Ａ１－０３，ＬＰ－Ａ１－３

（配電１２）Ｌ－Ａ１－０４

（配電１２）Ｌ－Ａ１－０５，Ｌ－Ａ１－Ｍ７

（配電１２）Ｌ－Ａ１－０１

（配電１２）２階病棟

（配電１３）Ｐ－Ａ１－２，Ｐ－Ａ１－４

（配電１３）Ｐ－ＡＲ－１，Ｐ－Ａ３－１

（配電１３）ＵＰＳ

（配電１３）ＥＬＶ．２

１ ０．００ ０．００ －　　ＣＶ６ １００．００ ９０．００ ０．００ ９０．００ １００．００

１ ０．００ ０．００ －　　

１ ０．００ ０．００ －　　

１ ０．００ ０．００ －　　

１ ０．００ ０．００ －　　

ＭＬＴ

ＭＬＴ

ＣＶ６

ＥＶ

２１．６４ ２１．６４

１１．２０ １１．２０

３０．３０ ２７．２７

４．６０ ５．６３

Ｙ ０．００

０．００

０．００

０．００

２１．６４ １２０．２８

１１．２０ ６２．２５

２７．２７ ３０．３０

５．６３ ０．００

（配電１３）発電機補機電源 １ ０．００ ０．００ －　　ＭＬＴ ６．００ ６．００ ０．００ ６．００ ５０．００

１ ０．００ ０．００ －　　ＭＬＴ ０．００（配電１３）Ｐ－Ａ１－１，Ｌ－Ａ１－Ｍ１

１ ０．００ ０．００ －　　ＭＬＴ ０．００（配電１３）吸引ポンプ，圧縮空気

１ ０．００ ０．００ －　　０．００（配電１３）Ｌ－Ａ３－Ｍ６

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

ＭＬＴ

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

１ －　　

２４．１１ ２４．１１

３１．２５ ３１．２５

２３．９０ ２３．９０

３１．０４ ３１．０４

２１．００ ２１．００

２３．３０ ２３．３０

９．００ ９．００

１５．００ １５．００

３８．５６ ３８．５６

１２．７０ １２．７０

１５．９８ １５．９８

１９．８９ １９．８９

２４．００ ２４．００

２２．６９ ２２．６９

１９．１０ １９．１０

１５．６５ １５．６５

５４３．１１

Ｙ

ＶＦ

Ｌ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

８．０４ ８．０４ ８．０４

１０．４２ １０．４２ １０．４２

７．９７ ７．９７ ７．９７

１０．３５ １０．３５ １０．３５

７．００ ７．００ ７．００

７．７７ ７．７７ ７．７７

３．００ ３．００ ３．００

５．００ ５．００ ５．００

１２．８５ １２．８５ １２．８５

４．２３ ４．２３ ４．２３

５．３３ ５．３３ ５．３３

６．６３ ６．６３ ６．６３

８．００ ８．００ ８．００

１０７．９８
１０７．９８
１０７．９８

１０７．９８１０７．９８１０７．９８

２．０５

２．０５

６．４５

６．４５

２．８７

２．８７

４．０４ １２．７５ ５．６７

２４．１１ ２４．１１ ５．７２ １８．０９ ８．０５

３１．２５ ３１．２５ ７．４０ ２３．４４ １０．４３

２３．９０ ２３．９０ ５．６７ １７．９３ ７．９８

３１．０４ ３１．０４ ７．３５ ２３．２８ １０．３６

２１．００ ２１．００ ４．９８ １５．７５ ７．０１

２３．３０ ２３．３０ ５．５３ １７．４８ ７．７８

９．００ ９．００ ２．１４ ６．７５ ３．００

１５．００ １５．００ ３．５６ １１．２５ ５．０１

３８．５６ ３８．５６ ９．１２ ２８．９３ １２．８７

１２．７０ １２．７０ ３．０２ ９．５３ ４．２４

１５．９８ １５．９８ ３．８０ １１．９９ ５．３３

１９．８９ １９．８９ ４．７２ １４．９２ ６．６４

２４．００ ２４．００ ５．６９ １８．００ ８．０１

１０３．８７ ４２．７０ ３３．６９

５３．７５ ２２．１０ １７．４４

９．５０ ２０．４６ ９．１０

１２．２８ －１．４１ ９．５０

４５．４４ ２３．５０ ２１．００

２２．６９ １２６．１２ １０８．９１ ４４．７８ ３５．３２

１９．１０ １０６．１６ ９１．６７ ３７．６９ ２９．７３

１５．６５ ８６．９９ ７５．１１ ３０．８８ ２４．３７

３１．０６ ６７．５１ ３０．０４

２２．６９ ２２．６９ ２２．６９

０．６００ ０．８３３

１０７．９８ １０７．９８ １０７．９８

１０７．９８ １０７．９８

５４３．１１ ５４３．１１

５４３．１１
２２．６９

０．２３３

０．９００ ０．８７９
０．６００

５４３．１１ ５４３．１１
２２．６９ ２２．６９

０．６４０

５４３．１１ ２６．２０ ０．３２２

０．８３３

０．８３３ ５４３．１１ ４５２．３６

０．７１６

０．５００ ０．５００ ０．１２５ ０．９０１
０．６００

５４３．１１ ５４３．１１ ０．８４６

０．９００
０．６００

５４３．１１ ５４３．１１
２２．６９ ２２．６９

０．７５２

０．８４６

０．８４６ ５４３．１１ ４５９．５１

４５９．５１
１．１８８

１．１８８ Ｅ＊＝　４５９．５１（ｋＷ）

－１

２ ２

２ ２ ２

２ ２

２ ２ ２

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-18小山

自家発電設備 出力計算書〔火災停電時〕（改修後）

種　　類

０．８００

１．０００
１．０００

０．１５０

様式－１　〈最大最終〉

自　家　発　電　設　備特　性　等

｛ ＰＳ｝ｋＷ
ディーゼルエンジン

使用燃料
定格出力
原動機の種別

ｍｉｎ定格回転速度

発電機出力

原動機出力

整合比

ｍｉｎ
Ｈｚ
極

定格周波数
定格回転速度

極　　　数
Ｖ
ｋＶＡ

定格力率
定格電圧
定格出力

（５）

（４）

（３）

（２）

（１）
様式－２のとおり

＊＊ｄ　　＝
＊＊Ｄ　　＝

ａ　　　　＝
γ　　　　＝
ε　　　　＝

ηｇ　　　＝
△Ｅ　　　＝
ｘｄ’ｇ　＝
ＫＧ４　　＝
ＫＧ３　　＝

負荷機器

原動機　　　特性

発電機　　　特性

対象負荷機器

（４）

（３）

（２）

（１）

△Ｐ＝Ａ＋Ｂ－２Ｃ＝ ＋ ＝－２×

ｕ＝
（Ａ－Ｃ）

△Ｐ ＝
（ － ）

＝

Ｓｆ＝ １＋ △Ｐ
Ｋ ＋（ △Ｐ

Ｋ ） ×（１－３ｕ　＋３ｕ　）

＝ １＋ ＋（ ） ×（１－３× ＋３× ）＝

×Ｄ×Ｓｆ×
１

ηＬ ｃｏｓθｇ
１

＝
１

× × ×
１

＝＝ＲＧ１

様式－３　〈最大最終〉

自家発電設備出力計算シート（発電機）

１．０００ ０．８００

１．０００ １．０００

１．０００

＝
（１－△Ｅ）

△Ｅ ×ｘｄ’ｇ×
ｋｓ

Ｚ’ｍ ×
Ｍ２
Ｋ

＝
（１－ ）

× × × ＝

ＲＧ２

＝
ｆｖ１
ＫＧ３ ×｛

ｄ
（ηｂ×ｃｏｓθｂ） ×（１－

Ｍ３
Ｋ ）＋ Ｚ’ｍ

ｋｓ
×

Ｍ３
Ｋ ｝

＝ ×｛ （ × ） ×（１－ ）＋ × ｝＝

ＲＧ３

１．０００

＝
１
Ｋ × ＫＧ４

１
× （Ｈ－ＲＡＦ） ＋（Σ

Ａｉ
ηｉ×ｃｏｓθｉ ＋Σ ηｉ×ｃｏｓθｉ

Ｂｉ
－２×Σ ηｉ×ｃｏｓθｉ

Ｃｉ
） ×（１－３ｕ　＋３ｕ　）

※Ｈ＝ｈｂ× ｛Σ（ ηｉ×ｃｏｓθｉ
Ｒ６ｉ×ｈｋｉ

）｝　＋｛Σ（ ηｉ×ｃｏｓθｉ
Ｒ３ｉ×ｈｋｉ

×ｈｐｈ｝

＝
１

×
１

× （ － ）　＋（ ） ×（１－３× ＋３× ）＝

ＲＧ４

０．１５０ ０．００ １．０００ １．０００

＝ＲＧ〈 〉＝ ＲＧ１，ＲＧ２，ＲＧ３，ＲＧ４のうち最大値ＲＧ

Ｇ’＝ＲＧ×Ｋ＝ × ＝ （ｋＶＡ） 発電機定格出力Ｇ Ｇ＝ （ｋＶＡ）発電機計算出力Ｇ’

１．１００

１．０００

形式番号　　　　　　

４

（長時間形）

様式－２　〈最大最終〉

番
号

グ
ル

ー

プ

消
防
設
備

記
号

台
数

換算
入出力
ｋＷ

ｋＶＡ

出力
ｍｉ（ｋＷ） 方 方

式 式

始
動

制
御

Ｒ－Ｓ Ｓ－Ｔ Ｔ－Ｒ

単相負荷（ｋＷ）

負荷機器名称

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

１ １

負荷出力合計値　ｋ＝算　出

最大値：Ａ＝
次の値：Ｂ＝
最小値：Ｃ＝

〈Ｄ〉：＝（ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｃｏｓθｓ－ｄ／ηｂ）×ｍｉ　　　（ただしエレベーター負荷のときは、各式にＵｖ／ｎを掛けた値とする。）
〈Ａ〉：＝ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｍｉ　　　〈Ｂ〉：＝｛ｋｓ／Ｚ’ｍ－ｄ／（ηｂ×ｃｏｓθｂ）｝×ｍｉ 〈Ｃ〉：＝｛ｋｓ／Ｚ’ｍ×ｃｏｓθｓ－（ε－ａ）×ｄ／ηｂ｝×ｍｉ

＝（
１

ηＬ ）×Ｄ×（
１

ηｇ ）＝（
１

）× ×（
１

）＝ＲＥ１ １．０００

様式－４　〈最大最終〉

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

＝
１
ε × ηｇ’

ｆｖ２
×｛（ε－ａ）×

ｄ
ηｂ ×（１－

Ｍ’２
Ｋ ）＋

ｋｓ
Ｚ’ｍ ×ｃｏｓθｓ×

Ｍ’２
Ｋ ｝

＝
１

× ×｛（ － ）× ×（１－ ）＋ × × ｝＝

ＲＥ２

１．０００

＝
１

× ηｇ’γ
ｆｖ３

×｛
ｄ

ηｂ ×（１－ Ｋ
Ｍ’３

）＋ Ｚ’ｍ
ｋｓ

×ｃｏｓθｓ× Ｋ
Ｍ’３

｝

＝
１

× ×｛ ×（１－ ）＋ × × ｝＝

ＲＥ３

１．０００

ＲＥ 〉＝＝ＲＥ〈 ＲＥ１，ＲＥ２，ＲＥ３のうち最大値

Ｅ’　＝ＲＥ×Ｋ＝ × ＝ （ｋＷ）原動機計算出力Ｅ’

ＭＲ’＝ Ｇ×ｃｏｓθｇ
Ｅ’

×ηｇ＝ × × ＝整　　　　　　合 ０．８００

ＭＲ’＝原動機定格出力Ｅ

ＭＲ　＝ Ｅ＝ （ｋＷ）

Ｇ＝ （ｋＶＡ） 力率＝ Ｅ＝ （ｋＷ）
（ＰＳ）

ディーゼルエンジン自家発電設備の出力 ０．８００

１．０００

１．１００
１．０００

（長時間形）

２ １

２

ＦＬ

分負荷
相当
出力

Ｍｐ（ｋＷ）

Ｍ２の
選定

〈Ａ〉
選定 選定 選定

Ｍ３の

〈Ｂ〉

Ｍ’２の

〈Ｃ〉

Ｍ’３の

〈Ｄ〉

〈Ａ〉の値
が最大と

なる
ｍｉ＝Ｍ２

が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

〈Ｂ〉の値

ｍｉ＝Ｍ３

〈Ｃ〉の値

ｍｉ＝Ｍ’２

〈Ｄ〉の値

ｍｉ＝Ｍ’３

選

定

需要率
ｄｉ

－　　

－　　単

単

０．１２０
０．６６７

０．１２０
０．６６７

０．１２０
０．６６７

１．５００

０．２５０
０．２００
０．９３１

０．６００

０．１５０

４５０．０
６０

１８００

１８００

６６００

５０５．０ ６８６．８
Ａ重油

１．３０５

ＩＭＡ０１７２

自家発電設備出力計算書（火災停電時）

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１ －　　単

１ ０．００ ０．００ －　　単

１ ０．００ ０．００ －　　単

１ ０．００ ０．００ －　　単

１ ０．００ ０．００ －　　単

１ ０．００ ０．００ －　　単

１ ０．００ ０．００ －　　単

１ ０．００ ０．００ －　　単

１ ０．００ ０．００ －　　単

（配電１２）直流電源装置（１）

（配電１２）直流電源装置（２）

（配電１３）スプリンクラー

（配電１３）ＵＰＳ

（配電１３）ＥＬＶ．２

（配電１３）発電機補機電源

追加　ＭＲＩ

（配電１２）ＯＰ－１，ＯＰ－２（ＵＰＳ系副電源）

（配電１３）Ｐ－ＡＲ－１（排煙機）

（配電１３）Ｐ－Ａ１－２，Ｐ－Ａ１－４

（配電１３）Ｐ－ＡＲ－１，Ｐ－Ａ３－１

Ｐ１

Ｐ１

Ｐ１

ＭＬＴ

ＭＬＴ

ＭＬＴ

ＭＬＴ

ＣＶ６

ＥＶ

ＭＬＴ

ＣＶ６

８．６０ ８．６０

８．６０ ８．６０

１７．００ １７．００

２２．００ ２２．００

１５．００ １５．００

２１．６４ ２１．６４

１１．２０ １１．２０

３０．３０ ２７．２７

４．６０ ５．６３

６．００ ６．００

１００．００ ９０．００

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

ＶＦ

Ｌ

２．８７ ２．８７ ２．８７

２．８７ ２．８７ ２．８７

５．６７ ５．６７ ５．６７

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

０．００

２３２．９４ １１．４０ １１．４０ １１．４０

１１．４０
１１．４０
１１．４０

８．６０ ８．６０ －２．６１ ４．３０ －０．９５

８．６０ ８．６０ －２．６１ ４．３０ －０．９５

１７．００ １７．００ －５．２１ ８．５０ －１．８８

２２．００ １２２．２８ ９３．８９ ３７．９０ ２４．４５

１５．００ ８３．３８ ６３．９９ ２５．８５ １６．６９

２１．６４ １２０．２８ ９２．３７ ３７．２８ ２４．０５

１１．２０ ６２．２５ ４７．７６ １９．３０ １２．４６

２７．２７ ３０．３０ －５．４２ １３．６４ －３．０２

５．６３ ０．００ ９．２６ －２．８１ ７．００

６．００ ５０．００ ４２．２２ ２２．００ １８．３４

９０．００ １００．００ －２０．８５ ４５．０２ －９．９５

２２．００ ２２．００ ２２．００９０．００

０．９００ １．０００ １．３８９

１１．４０ １１．４０ ０．００１１．４０

０．００
１１．４０ １１．４０

２３２．９４ ２３２．９４
０．０００．００

１．０００

０．２００
０．２００

０．２５０ ２３２．９４
２２．００

０．５２５

１．５００ ０．８９９ ０．８６２ ２３２．９４ ２３２．９４
２２．００ ２２．００

１．１２９

２３２．９４ ３０．６０ ０．００ ０．８７６

１ １．３８９

１．３８９ ２３２．９４ ３２３．４３ ４５０．０

〔配電盤１１不含〕

０．９００ ０．９３１ １．１９４

０．６００ ０．８８４ ０．６００ ０．１５０ ０．９００ ２３２．９４ ２３２．９４
９０．００ ９０．００

０．９００
１．０００

０．９００ １．３０６

０．８８４ ０．８９９ ２３２．９４ ２３２．９４
２２．００ ２２．００

０．４００ １．２５１

１．３０６

１．３０６ ２３２．９４ ３０４．２１

３０４．２１
４５０．０ ０．９３１ ０．７８６

０．７８６

１．３０５ ５０５．０

（ＭＲ’＜１．０のためＭＲ＝１．０としＥ＊を逆算）　Ｅ＊＝　３８６．６８（ｋＷ）

４５０．０ ５０５．０
６８６．８

－１

－１

２ ２

２ ２

２ ２ ２

２ ２

２ ２ ２

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
自家発電設備 配線・配管系統図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　N.S
A3:   N.S

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-19小山

既設
屋外配管トレンチ

燃料送油管Ｐ Ｌ Ｓ ２ ５ Ａ
　 　 　 　 　 （ 貯蔵庫へ）

燃料送油管Ｐ Ｌ Ｓ ２ ５ Ａ
　 　 　 　 　 （ ポンプへ）

ボイラー用
既設送油管

ボイラー用
既設返油管

ボイラー用
既設送油管

ボイラー用
既設返油管

既設通気口

既設通気管

既設
屋外配管トレンチ

移送ポンプ
０ ． ４ ｋ Ｗ

移送ポンプ
０ ． ４ ｋ Ｗ

既設防油堤

燃料送油管Ｓ Ｇ Ｐ ２ ５ Ａ
　 　 　 　 　 （ ポンプへ）

燃料送油管Ｓ Ｇ Ｐ ２ ５ Ａ
　 　 　 　 　 （ 貯蔵庫へ）

通気管Ｓ Ｇ Ｐ ３ ２ Ａ

通気口３ ２ Ａ
引火防止金網付
Ｇ Ｌ ＋４ ０ ０ ０ 以上立上げ
先端周囲１ ｍ以内開口無し

油溜枡

燃料入口管Ｐ Ｌ Ｓ ２ ５ Ａ

燃料戻り 管Ｐ Ｌ Ｓ ２ ５ Ａ
新設
屋外配管ピッ ト燃料返油管Ｐ Ｌ Ｓ ４ ０ Ａ

燃料送油管Ｐ Ｌ Ｓ ２ ５ Ａ

既設

地下オイルタンク

１５０００Ｌ

▼＋１ ５ ０

既設流用 新設工事
送・ 返油管

Ｐ Ｌ Ｓ 管

３ ２ Ａ
５ ０ Ａ

既設通気管（ 埋設配管）

既設通気管（ 埋設配管）

既設
給油口ボッ ク ス

▼＋１ ５ ０

熱源機械室

既設ポンプ基礎

Ｓ
Ｇ

Ｐ
管

Ｐ
Ｌ

Ｓ
管

送
・

返
油

管

＊既設
　 流用配管

５ ０ Ａ
３ ２ Ａ

▼±０

Ｆ

燃料貯蔵庫

Ｆ

９ ５ ０ Ｌ
燃料小出槽

燃料貯蔵庫基礎

Ｐ
Ｌ

Ｓ
管

Ｓ
Ｇ

Ｐ
管

送
・

返
・

入
口

・
戻

り
管

非常用発電設備基礎

 ４ ５ ０ ｋ Ｖ Ａ
　 ６ ６ ０ ０ Ｖ

非常用発電設備

 （ ７ ５ ｄ Ｂ ）

▼＋１ ５ ０
▼±０

Ｐ Ｌ Ｓ 管 Ｓ Ｇ Ｐ 管

チャ ッ キバルブ

バルブ（ 常時閉）

バルブ（ 常時開）

凡　 例

記　 号 名　 　 　 　 　 　 　 称

フ レ キシブルジョ イ ント

ウイ ン グポン プ

電動ポンプ

スト レ ーナー

レ ジュ ーサー

配　 管　 系　 統　 図

入口・戻り管

燃料配管は溶接配管施工とする。

但し、既設管との接合部はその限りではない

ポンプ制御盤

※Ａ
移送ポンプ制御盤へ

※Ａ

ポンプ盤故障（至：発電機へ）EM-CEE2sq-2C

電源（3φ200V：AC-GC回路） EM-CET14sq E5.5

フロートＳＷより
燃料貯蔵（油庫）

ポンプ発停信号

ポンプ発停信号

※Ｂ

※Ｂ

ポン プ盤故障（ 移送ﾎ゚ ﾝﾌﾟ 盤ﾖﾘ） 　 EM-CEE2sq-2C

EM-CEE 2sq-4C

EM-CEE 2sq-4C

EM-CE2sq-4c　×2系統
ポンプ運転電源（3φ200V 2台分

油量警報信号（ 最低LL、 油面低下L、 満油H） EM-CEE 2sq-6C

発電出力（ 6. 6kV EM-FPT38sq) +接地A種

発電機補機電源（ 3φ200V  5kW相当）  

停電信号、 送電信号

状態・ 故障信号

(既設動力制御盤) P-A1-04(A)主幹二次側銅バーより

発電出力 6. 6kV EM-FPT38sq E14( A種) ( 新設) 高圧饋電盤( 4) ﾖﾘ

発電機補機電源（ 3φ200V）  EM-FP22sq-3C Ｒ 階 電気室 保安・ 防災動力盤ﾖﾘ

停電信号、 送電信号

状態・ 故障信号

EM-FP2sq-10C

EM-CPEES0. 9-5P 1階 機械室 CP-A1-1ﾖﾘ

燃料送油管Ｐ Ｌ Ｓ ２ ５ Ａ
　 　 　 　 　 （ 貯蔵庫へ）

燃料送油管Ｐ Ｌ Ｓ ２ ５ Ａ
　 　 　 　 　 （ ポンプへ）

新設
屋外配管ピッ ト

( 新設) 高圧饋電盤( 4) ﾖﾘ

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.

7.

5.

3.

4.

2.

1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
自家発電設備 配置図・断面図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/40
A3:   1/80

担当者 担当者

設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井

検査員

承　認

〒390-0842

１級建築士登録

氏　名

設計者

氏　名

設計者

氏　名

設計者

須田

責任者

設計体制及び検査

長野県松本市征矢野 2-8-10
管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-20小山

ＵＰ

＋１５０

＋１５０

＋１０５０

±０

±０

±０
＊アスファルト

＊アスファルト

＊アスファルト

給油口

火

気

厳

禁

危
険
物

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

＋１５０

＋１５０

１５０

立上げ 立下げ

３４５０ １２１５０

３３５０

２２００８５０ ３００

２０５０

１８５０

６
５
５

０
５
０

０
１
１
５
０

２
５

０
０

２
３
０

０

２
２
０

０

３
０
０

４６００

７２００

１７００２５００

２
２
０
０

２
０
０
０

５
１
８

０

既設配管トレンチ

新設配管ピット

(既設)給油口ボックス

(新設)
燃料貯蔵庫基礎

(既設)地下タンク躯体

(既設)通気管

通気口３２Ａ
引火防止金網付
ＧＬ＋４０００以上立上げ
先端周囲１ｍ以内開口無し

３４５０ １２１５０
３３５０

２２００８５０

２５００１３００

５
０
０

３００ ４６００２５００ １７００

１８４０

１８５０

２０５０

１
５
０

１
５
０

２
６
２
５

１
５
０

１
５
０

２
４
０
０

１８０ １８０

７２００

４４００１００ １００

(既設)通気先端管

通気口３２Ａ
引火防止金網付
ＧＬ＋４０００以上立上げ
先端周囲１ｍ以内開口無し(既設) 通気先端管

(既設)給油管
ボイラー用
(既設)送油管

ボイラー用
(既設)返油管

既設流用新設工事

３２Ａ

５０Ａ

　
▲

正
　

面

３

ＢＡ

ポ
ン
プ
へ

Ａ 貯
蔵
庫
へＢ

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

　▲
正　面

Ｅ

Ａ

Ａ 貯
蔵
庫
へポ

ン
プ
へ

既設地下タンク
１５０００Ｌ

Ａ

既設地下タンク躯体

燃料貯蔵庫

鋼板製搭載形
超低騒音７５ｄＢ

仕　　様

ディーゼル発電装置

５

排気消音器

機器一覧表

名　　称記号

４

３

２

１

ポンプ制御盤

燃料移送ポンプ

屋内鋼板製壁掛形
３φ２２０Ｖ

歯車ポンプ
３φ２２０Ｖ－０．４ｋＷ

屋外キュービクル超低騒音形（７５ｄＢ）
３φ６６００Ｖ　４５０ｋＶＡ

記号 名　　称

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

材　質 口　径 備　　考

配管一覧表

４０Ａ

２５Ａ燃料送油管

燃料返油管

通気管は水平又は上り勾配で設置ＳＧＰ

２５Ａ

２５Ａ燃料入口管

燃料戻り管

３２Ａ

＊配管材質
　ＳＧＰ：配管用炭素鋼鋼管（黒）
　ＰＬＳ：密着一層型ポリエチレン被覆鋼管

通気管（貯蔵庫）

１０００

１
４
０
０

１
１
０
０

１
６

５
０

ＳＧＰ
ＰＬＳ
ＳＧＰ
ＰＬＳ
ＳＧＰ
ＰＬＳ
ＳＧＰ
ＰＬＳ

配管トレンチ内はＰＬＳ管とする

配管トレンチ内はＰＬＳ管とする

配管トレンチ内はＰＬＳ管とする

配管トレンチ内はＰＬＳ管とする

非常用発電機設備　配置図

Ａ－Ａ断面図

▽＋１５０

吸　気排　風

　
▲

正
　
面

２

１

３

Ｅ

機械室へ

キュービクル式燃料貯蔵庫：９５０Ｌ（Ａ重油）
ウィングポンプ、フロートスイッチ×２

＊起点Ａ

＊起点Ｂ ＊起点Ｃ

＊起点Ｄ ＊起点Ｅ

（基礎）（基礎）

（
基

礎
）

　アスファルト舗装
▽±０

Ｃ Ｄ

　▲
操作面

Ａ

（
基

礎
）

▽
±

０
＋
１

５
０

(新設)
非常用発電設備基礎

×２

配管ピット内納まり図

ユニット
ボックス

(新設)
キュービクル

(新設)
非常用発電設備基礎

排　気

２

２

１

Ｕボルト
Ｗ３／８

Ｂ Ａ Ｄ Ｃ

配管支持架台

720

500

▽±０ １
５

０

▽＋１５０

新設屋外配管ピット（落蓋式）
有効Ｗ５００×Ｈ６００

離隔距離 ３?ライン

33
80

3500

以降
E-21 参照

5050

20
80

E-13,E-15 参照

E-15 参照

新設配管ピット

E-15 参照

E-13,E-15 参照

(新設)
燃料貯蔵庫基礎

E-13,E-15 参照

１
０
０
０

１
０
０
０

消 消火器10型(蓄圧式)×2本

既設配管トレンチ　
コア抜きφ100

(新設配管ピット底面の高さ)

＊新設配管ピットに侵入した水を
既設配管トレンチに流すため。

E-13,E-15 参照

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事



施設管理課長

6.
7.

5.

3.
4.

2.
1.

訂正

記

特
国民健康保険軽井沢病院

施設管理課
自家発電設備 全体配置図（改修後）

S25058D峰村 2026.02野坂

須田　潔第265244号　　

第272762号　野坂　英史

A1: 　1/ 80
A3: 　1/160

担当者 担当者
設計完了日

TEL 0263(88)7348 図面名

工事名

縮尺 JOB　No, 図面番号

鳥井
検査員

承　認
〒390-0842

１級建築士登録

氏　名
設計者

氏　名
設計者

氏　名
設計者

須田
責任者

設計体制及び検査
長野県松本市征矢野 2-8-10

管理建築士　1級建築士登録
１級建築士事務所登録（松本）B 第 81291 号

E-21小山

9 10 11

H

6000 6000

熱源機械室詳細図 scal e: 1/50( A1)   1/100( A3)

P-A1-04( A)
( 既設)

(既設)ケーブルラック

更衣室

女子

中央監視室

熱源機械室

＊既設配管流用部分

５ ０ Ａ
３ ２ Ａ

貯
蔵

庫
へ

Ａ

Ａ

ポ
ン

プ
へ

５

４ ４

Ｐ Ｐ Ｃ

既設ポンプ基礎
Ｈ４００

既設油タメマス 既設防油堤
Ｈ２００

ボイラー用
既設燃料槽

１７００１５０

１５
０

２９
００

１５
０

６０
０

２５
０

８５０３００ ５５０
主幹二次側銅バーより電源取り出し

EM-CET14sq E5.5 (E51)

200×200×200
P. BOX WP( SUS)

(既設)ケーブルラック

ポン プ盤故障 EM-CEE2sq-2C G16 ( 接続部F2WP-17)

ポンプ発停信号 EM-CEE2sq-4C G22 ( 接続部F2WP-24)

露出配管
コア抜き(φ100)

ポンプ電源(既設配管流用)

ＵＰ

放流

放流

透析棟

熱源機械室 機械設備置場

Ｐ Ｐ Ｃ

３ ２ Ａ

５ ０ Ａ

３

既設地下タンク
１５０００Ｌ

既設流用新設工事

Ａ

Ａ

貯
蔵

庫
へポ

ン
プ

へ

ＡＡ 貯
蔵

庫
へ

ポ
ン

プ
へ

ボイラー用
既設送油管

ボイラー用
既設返油管

１２

２

Ａ

Ａ

貯
蔵

庫
へポ

ン
プ

へ

(新設)
キュービクル

既設配管トレンチ

既設配管トレンチ

既設配管トレンチ

ボイラー用
既設送油管

ボイラー用
既設返油管

ボイラー用
既設送油管

ボイラー用
既設返油管

既設配管トレンチ

機器一覧表

燃料貯蔵庫

鋼板製搭載形
超低騒音７５ｄＢ

仕　　様

ディーゼル発電装置

５

排気消音器

名　　称記号

４
３
２
１

ポンプ制御盤

燃料移送ポンプ

屋内鋼板製壁掛形
３φ２２０Ｖ

歯車ポンプ
３φ２２０Ｖ－０．４ｋＷ

屋外キュービクル超低騒音形（７５ｄＢ）
３φ６６００Ｖ　４５０ｋＶＡ

記号 名　　称

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

材　質 口　径 備　　考

配管一覧表

４０Ａ

２５Ａ燃料送油管

燃料返油管

通気管は水平又は上り勾配で設置ＳＧＰ

２５Ａ

２５Ａ燃料入口管

燃料戻り管

３２Ａ

＊配管材質
　ＳＧＰ：配管用炭素鋼鋼管（黒）
　ＰＬＳ：密着一層型ポリエチレン被覆鋼管

通気管（貯蔵庫）

ＳＧＰ
ＰＬＳ
ＳＧＰ
ＰＬＳ
ＳＧＰ
ＰＬＳ
ＳＧＰ
ＰＬＳ

配管トレンチ内はＰＬＳ管とする

配管トレンチ内はＰＬＳ管とする

配管トレンチ内はＰＬＳ管とする

配管トレンチ内はＰＬＳ管とする

キュービクル式燃料貯蔵庫：９５０Ｌ（Ａ重油）
ウィングポンプ、フロートスイッチ×２

高圧No.1
高圧饋電盤

No.2No.3No.4
受電盤

発電出力 ( 高圧) 6. 6kV EM-FPT38sq

発電信号・ 送電信号 EM-FP2sq-10C

接地 EM-I E14sq ( A種)

FEP80

FEP30

FEP30

以降
E-005, E-014参照

発電機補機電源（ 3φ200V）  EM-FP22sq-3C

発電機 状態・ 故障信号 EM-CPEES0. 9-5P

FEP40

FEP30

200×200×200
P. BOX WP( SUS)

ポン プ盤故障 EM-CEE2sq-2C G16 ( 接続部F2WP-17)

ポンプ発停信号 EM-CEE2sq-4C G22 ( 接続部F2WP-24)

200×200×200
P. BOX WP( SUS)

配管ト レンチ内露出配管

200×200×200
P. BOX WP( SUS)

200×200×200
P. BOX WP( SUS)

EM-CEE2sq-2C

EM-CEE2sq-4C

配管ピッ ト 内露出配管

ポン プ盤故障

ポンプ発停信号

G16 ( 接続部F2WP-17)

G22 ( 接続部F2WP-24)

EM-CEE2sq-4Cポンプ発停信号 G22 ( 接続部F2WP-24)

配管ピッ ト 内露出配管

EM-CEE2sq-2Cポン プ盤故障 G16 ( 接続部F2WP-17)

配管ピッ ト 内露出配管

EM-CEE2sq-4Cポンプ発停信号 G22 ( 接続部F2WP-24)

露出配管

油量警報信号 EM-CEE2sq-6C G22 ( 接続部F2WP-24)

油量警報信号 EM-CEE2sq-6C G22 ( 接続部F2WP-24)

配管ピッ ト 内露出配管

熱源機械室詳細図参照

EM-CE2sq-4C(G22-F2WP24) ×2

令和８年度　町単
国保軽井沢病院　電気設備改修工事
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H�H� H.H� H�

+¬!›�n�¼G9G ĜŠ
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